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【中目標】メタボリックシンドローム該当者・予備群を減らすために、健康診査等を活用した健康管理を実践します

小目標①　メタボリックシンドロームに関する正しい知識や健診受診を促す健康教室や普及啓発を行います

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

100

メタボリックシンド
ローム予防教室

循環器疾患、脂質異常症、糖
尿病等、生活習慣が原因で起
こる病気について、正しい知識
の普及と予防に向けた教室を
開催します。

①実施回数4回　　受講者数78人
②生活習慣病が原因で起こる脂質異常症や糖
尿病、循環器疾患等の正しい知識を幅広く普
及します。計画通りに実施。
③実施内容やＰＲ方法を検討し、参加者の増
加を図っていきます。

①実施回数4回　　受講者数57人
②生活習慣病が原因で起こる脂質異常症や糖
尿病、循環器疾患等の正しい知識を幅広く普
及します。計画通りに実施。
③予防効果の高い若い世代をターゲットとし
て、実施内容やPR方法を検討し、参加者の増
加を図っていきます。

・25年度より新規事業「健康アッ
プ達人セミナー」を開始したこと
から、内容が重複するメタボリッ
クシンドローム予防教室の実施
個所を4保健センターから2保健
センターに見直しました。
・25年度から200名規模の「糖尿
病予防イベント」を開催し、広く
普及啓発に努めています。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P26

200

循環器疾患予防教
室

循環器疾患等の正しい知識の
普及と予防のための教室を行
い、健康増進を支援します。

①実施回数2回　　受講者数45人
②循環器疾患についての幅広い知識と、予防
のための具体的な良い生活習慣について、知
識を普及します。計画通りに実施。
③予防という観点から65歳未満の方の参加を
促すよう周知や実施方法を工夫します。

①実施回数2回　　受講者数24人
②循環器疾患についての幅広い知識と、予防
のための具体的な良い生活習慣について、知
識を普及します。計画通りに実施。
③2日制で実施し、1日目は17名で65歳未満が
半数を占めていましたが、2日目は参加者が半
減しました。実施内容やPR方法を検討し、参加
者の増加を図っていきます。

・25年度より新規事業「健康アッ
プ達人セミナー」を開始したこと
から、内容が重複する循環器疾
患予防教室の実施個所を2保
健センターから1保健センターに
見直しました。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P26

300

肥満予防教室 肥満を防止し、体重を適正にコ
ントロールするための積極的な
自己管理を学ぶための健康教
室を開催します。

メタボリックシンドローム予防教室に１本化して
実施しました。

【25年度で事業廃止】
・メタボリックシンドローム予防
教室に事業統合したため。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P26

400

食生活改善教室 自分の適切なエネルギー量を
知り、食事のバランスを考えた
食生活を実行できるよう、知識
や技術の普及を行います。
また調理実習を通して、野菜の
摂取不足や塩分の取り過ぎな
ど、食生活の問題を改善するた
めの知識や技術の普及を行い
ます。

①【実施回数、参加者数】
　　25年度　6回　118人
②生活習慣病予防や栄養バランスを考えて自
分で食べ物を選び、自立した食生活を送るた
めの情報を提供します。
③これからも多くの方に食の意識を高めてもら
えるよう、食生活に関する知識の普及を行い、
実践につながるように支援します。

①【実施回数、参加者数】
　　26年度　8回　174人
②生活習慣病予防や栄養バランスを考えて自
分で食べ物を選び、自立した食生活を送るた
めの情報を提供します。
③これからも多くの方に食の意識を高めてもら
えるよう、食生活に関する知識の普及を行い、
実践につながるように支援します。

健康部
落合保健
センター

P26

500

元気館と保健セン
ターとの連携事業

適切な運動習慣を身につける
ため、健康教室と連動した運動
指導を実施し、健康教室終了後
も運動が継続的に実施されるよ
う働きかけていきます。

①実施日数　延10日　　受講者数　延153人
②日々の生活の中に運動習慣を取り入れ、教
室終了後にも自分に合った運動が継続できる
ようにします。
③参加者アンケートでは、満足度も高く、月に4
～6回利用する継続的な運動を実施している方
が52％と多いため、事業の目標は概ね達成さ
れています。

①実施日数　延2日　　受講者数　延23人
②日々の生活の中に運動習慣を取り入れ、教
室終了後にも自分に合った運動が継続できる
ようにします。
③運動習慣がない方への動機づけになるよ
う、元気館の運動指導士が保健センターにお
いて運動指導を実施するなど連携のあり方を
検討します。

・元気館の利用も定着してきた
こと、また講座参加者に元気館
利用者のリピーターが多くなっ
てきたことから、運動習慣のな
い方への動機づけのきっかけと
なるよう開催回数を絞って開催
します。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P26
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

600

地域との連携事業 メタボリックシンドローム予防の
ための知識や健診受診の必要
性について、区民に広く周知
し、受診などの行動につながる
よう、地域センターまつりやイベ
ントでの普及活動、各種講習会
の開催など、地域と連携した事
業を展開します。
さらに、地域の団体や町会等と
協働し、健康意識の向上や定
期的な健診受診、運動の習慣
化を図るための活動を行いま
す。

①実施回数11回　受講者数1958人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連
合会、地域の福祉団体などと連携し、メタボリッ
クシンドロームの予防のための知識を普及す
ることにより、健康意識の向上を図ります。
③今後も区民の関心を惹く内容の工夫で、参
加者の増加を図っていきます。

①実施回数12回　受講者数2459人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連
合会、地域の福祉団体などと連携し、メタボリッ
クシンドロームの予防のための知識を普及す
ることにより、健康意識の向上を図ります。
③区民グループや地域の福祉団体などと連携
し、区民が健康づくりに関心をもち、行動変容
につながるような企画を検討していきます。

・キャッチフレーズ「からだにい
いこと　はじめよう！野菜もう1
皿・運動あと10分」を周知し、区
民一人ひとりが健康づくりに取
り組むきっかけづくりを行いま
す。

健康部
健康推進
課
東新宿保
健セン
ター

P26

小目標②　健診受診率の向上をめざし、健診を受けやすい体制づくりを進めます

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

700

休日・総合健診実
施の拡充

健康診査を休日に受けたい人
やがん検診も同時に受けたい
人が利用しやすいよう、実施体
制を充実します。

①区民健康センターにおける日曜総合健診及
び委託医療機関14か所で日曜健診を実施（う
ち１１か所では、がん検診も実施）。
②休日に受診できる機会を多く提供します。
③引き続き、協力頂ける医療機関の拡充に努
めていきます。また、区民健康センター廃止後
は、新宿区医師会区民健康センターで実施予
定。

①新宿区医師会区民健康センターにおける日
曜総合健診及び委託医療機関１３か所で日曜
健診を実施（うち１０か所では、がん検診も実
施）。
②休日に受診できる機会を多く提供します。
③引き続き、協力頂ける医療機関の拡充に努
めていきます。なお、区民健康センター廃止後
は、新宿区医師会区民健康センターで実施し
ています。

・新宿区医師会区民健康セン
ター（医師会立診療所）の開設
（26年7月）に伴い、新宿区立区
民健康センターは26年6月末日
で廃止

健康部
健康推進
課健診係

P27

800

受診勧奨事業 健康診査の意義を周知し、受診
行動へつながるよう、受診勧奨
はがきを送付するとともに、コー
ルセンターを設置して個別に電
話勧奨等を行います。
また、町会などの地域団体と連
携し、受診率向上のための取り
組みを進めます。

①平成25年度特定健診受診率33.0％（法定報
告値）
②平成25年度特定健診目標受診率38％（新宿
区特定健康診査等実施計画）（第二期）
③平成26年度特定健診目標受診率41％（新宿
区特定健康診査等実施計画）（第二期）の達成
に向けた受診率向上が課題です。
平成26年度は、夏の受診率の落ち込み対策と
して、9月以降に電話受診勧奨を行い、それに
伴い受診勧奨はがきを8月以降に送付すること
で受診意欲を促していきます。

①平成26年度特定健診受診率33.6％（実数
値）
②平成26年度特定健診目標受診率41％（新宿
区特定健康診査等実施計画）（第二期）
③平成27年度特定健診目標受診率44％（新宿
区特定健康診査等実施計画）（第二期）の達成
に向けた受診率向上が課題です。
平成27年度は、夏の受診率の落ち込み対策と
して、9月以降に電話受診勧奨を行い、それに
伴い受診勧奨はがきを勧奨開始直前に送付す
ることで受診意欲を促していきます。

健康部
健康推進
課健診係

P27

生活習慣病の予防　事業実績　2／52



小目標③　保健指導の充実を図ります

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

900

特定保健指導体制
の充実

特定保健指導対象者につい
て、健診結果に対する本人の
自覚や改善への動機づけが効
率的に図れるよう、健診の結果
説明時または結果説明後早期
に、保健指導レベルに応じた特
定保健指導を開始します。
また、健診委託医療機関に働き
かけ、特定保健指導の対応が
可能な実施機関を増やしていき
ます。

①特定保健指導の実施機関として、これまで
の委託医療機関に加え、平成25年度から民間
事業者２社（保健センター派遣型・運動施設
型）へ委託し、より利用しやすい体制を整えま
した。平日夜間と土日の利用も可能になり、運
動プログラムを導入しました。特定健康診査受
診者の中から特定保健指導の対象者へ利用
券を送付するとともに、利用勧奨の電話を掛け
る利用勧奨事業を開始しました。
②特定健康診査を受診した方の健診結果を基
に特定保健指導の階層化を行い、手紙や電話
での利用勧奨を実施しました。電話で直接、特
定保健指導の目的や対象となった理由の説明
を行うことにより、生活習慣の改善に気づいて
頂き、利用につなげるようにしました。
【25年度特定保健対象者数1,952人　初回面接
利用者数234人　終了者数（暫定値）203人】
③利用者へのアンケートなどを基に、委託機関
と連携を図りながら、より利用しやすく充実した
特定保健指導を実施します。

①25年度に引き続き特定保健指導の実施機
関として、医療機関及び民間事業者（保健セン
ター派遣型・運動施設型）へ委託し、平日夜間
と土日の利用を可能にしました。民間事業者に
おいては、それぞれのノウハウを活用し、運動
と食事の2つのプログラムから支援を実施しま
した。
　また特定健康診査受診者の中から特定保健
指導の対象者へ利用券を送付するとともに、
利用勧奨の電話を掛ける利用勧奨事業を実施
しました。
【実績】平成26年度特定保健対象者数2,156人
初回面接利用者数274人　終了者数（暫定値）
11人
②【目標】平成26年度の特定保健指導実施率
25％
目標達成のため、経年受診結果を通知すると
ともに、電話で直接、特定保健指導の目的や
対象となった理由の説明を行うことにより、生
活習慣の改善に気づいて頂き、利用につなげ
るようにしました。
③利用者へのアンケートなどを基に、委託機関
と連携を図りながら、より利用しやすく充実した
特定保健指導を実施します。

健康部
健康推進
課健診係

P27

1000

健康相談の充実 健診結果において、肥満や高
血圧、脂質異常、高血糖など、
要指導、要医療レベルにある人
（特定保健指導者を除く）に対し
て、早期の対応と改善を図るた
め、医師・歯科医師・保健師・管
理栄養士・歯科衛生士等が、個
別の相談に応じ、必要な指導や
助言を行います。
特に、要医療者については、確
実に医療機関につないでいきま
す。
また、治療中でありながら、高
血圧、脂質異常、高血糖状態に
ある人に対しては、状態の改善
を図るための保健指導を充実し
ます。

①25年度から生活習慣病予防健診が医療機
関に委託されたため、要指導、要医療レベル
にある人は医療機関で指導を受けています。
なお、16～39歳の健診受診者のうち、健診結
果で要指導、要医療レベルにある人に対して
は、健康相談のご案内とともに、医療機関の受
診勧奨の文書を送付しています。（ただし保健
センターへの健診結果の情報提供および保健
センターの情報利用について同意署名のある
方に限ります。）
実績：513人
②25年度から生活習慣病予防健診が医療機
関に委託されたため、要指導、要医療レベル
にある人は医療機関で指導を受けています。
③生活習慣病予防健診が医療機関に委託さ
れたため、健診結果の説明等は受診した医療
機関において実施しますが、保健センターでも
健診結果を持参して受けられる個別相談や健
康に関する相談を受けられることを周知しま
す。

①16～39歳の健診受診者のうち、健診結果で
要指導、要医療レベルにある人に対しては、健
康相談のご案内とともに、医療機関の受診勧
奨の文書を送付しています。（ただし保健セン
ターへの健診結果の情報提供および保健セン
ターの情報利用について同意署名のある方に
限ります。）
実績：520人
②健康診査を受診した16～39歳の方で、特定
保健指導基準に相当する場合には、保健指導
を実施する「ヘルスナビ」を送付し、文書指導を
行います。
③保健センターでの健康相談について、広報
や地域での様々な活動を通じてPRしていきま
す。

・健康診査を受診した16～39歳
の方で、特定保健指導基準に
相当する場合には、25年度から
新たに保健指導を実施する「ヘ
ルスナビ」を開始しました。対象
者の年齢層が、仕事等、日中の
通所は難しいと判断し、文書指
導に重点を置きつつ、生活習慣
改善のきっかけづくりを強化す
る取り組みを行います。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P27
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計
画

掲
載
頁

1100

地域スポーツ・文化
協議会の活動支援

子どもから高齢者まで、個々の
目的やレベルに応じて、多様な
スポーツ・文化活動に親しめる
地域スポーツ・文化協議会の活
動を支援します。

①新宿区内9つの地域スポーツ・文化協議会
が実行した合計3,609事業に対して、経費の一
部負担、学校施設の優先確保などの支援を実
施。延べ75,982人が参加。
②延べ参加者数85,000人
③地域のコミュニティ団体である地域スポー
ツ・文化協議会の発展と自主・自立を推進し、
各々活動の拠点である学校など公立施設にお
ける事業の実施、地域スポーツ・文化協議会
の運営体制の充実を図るための情報提供、環
境整備を推進していきます。

①新宿区内9つの地域スポーツ・文化協議会
が実行した合計3,888事業に対して、経費の一
部負担、学校施設の優先確保などの支援を実
施。延べ75,501人が参加。
②延べ参加者数70,000人
③地域スポーツ・文化協議会の自立的運営の
促進、安全管理講習会や安全管理調査による
安全管理の徹底、事業の充実を図るための情
報共有を図る機会の設定やプログラム内容の
設定を検討していきます。

新宿未来
創造財団

P28

1200

レガス健康づくり事
業（レガスポ！）

区民の健康・体力づくりを支援
し、スポーツ活動を身近なもの
としていくため、「いつでも」「だ
れでも」気軽に参加できる環境
整備と、継続して健康づくりが
実践できる場を提供します。

①延参加者数46,600人
②延参加者数51,510人
③安全で快適に活動するための適切な会場設
定に努めることにより利用者の増加を図りま
す。また、より多くの区民に受講機会を提供す
るため、現在ほとんどの講座を実施している新
宿コズミックセンター以外での講座開催の増加
を図ることにより、これまで参加しづらかった方
の参加機会を増やします。

①延参加者数50,568人
②延参加者数50,000人
③通年で実施しているプログラムのうち、年平
均参加者数が定員に満たないものについて
は、他のプログラムへの変更や短期講座への
切り替えなどの見直しを行います。

新宿未来
創造財団

P28

1300

新宿スポレク 体育の日に、区民が気軽に参
加できるスポーツイベントを実
行委員会形式で実施し、多様な
スポーツ・レクリエーション活動
に親しむ機会を提供します。

①来場者数16,876人
②来場者数20,000人
③新規参画団体の参画を増やして新たな来場
者を獲得できるよう、新宿区体育協会や新宿
区レクリエーション協会等と連携して働きかけ
を強化するとともに、2020年の東京オリンピッ
ク・パラリンピック開催に向けた気運醸成を図り
ます。

①延来場者数16,205人
②延来場者数20,000人
③新宿区体育協会や新宿区レクリエーション
協会との連携を強化するとともに、2020年東京
オリンピック・パラリンピック開催に向けた気運
醸成のために、引き続きオリンピアン・パラリン
ピアン所属団体等が事業に参画できる仕組み
をつくり、来場者満足度の向上を図ります。

新宿未来
創造財団

P28

【中目標】運動・スポーツ活動の習慣化を推進します

小目標①　運動・スポーツの魅力と必要性の理解を進めます
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

1500

コミュニティスポー
ツ大会

区内10地区で行う地区大会、な
らびに地区代表者による中央
大会において、輪投げ・ビーチ
ボールバレー・ユニカール※等
の種目による大会を実施し、地
域での生涯スポーツを振興しま
す。
また、地域住民による運営を行
うことで、地域住民の交流機会
とし、地域の活性化を図りま
す。

①区内10地区で実行委員会を組織し、10月上
旬から11月末にかけて地区大会を開催しまし
た。また、地区大会上位入賞者、地区推薦者
による中央大会を12月にコズミックセンターで
開催しました。地区大会及び中央大会を合わ
せ延べ2,959人が参加しました。
②来場者数3,484人
③各地区実行委員会の円滑な運営、事業内
容、競技ルール等の改善、地区大会への新規
種目設定等による参加者層の拡大及び全体
参加者数の増。

①区内10地区で実行委員会を組織し、10月上
旬から11月末にかけて地区大会を開催しまし
た。また、地区大会上位入賞者、地区推薦者
による中央大会を12月にコズミックセンターで
開催しました。地区大会及び中央大会を合わ
せ延べ3,118人が参加しました。
②来場者数3,500人
③より多くの地域団体・個人を取り込んだ実行
委員会の組織、参加者増に向けた地区大会の
充実、放課後子どもひろば事業等との連携に
よる児童の参加促進。

輪投げ一般の部のルール変更
あり。従前チーム内に49歳以下
が少なくとも1名含まれることを
必要としていましたが、変更後
は49歳以下が少なくとも半数を
占めていることを必要とします。

新宿未来
創造財団

P28

P28新宿未来
創造財団

(1)新宿区の総合的な競技大会
という位置付けから、26年度よ
り旧小・中学生スポーツ大会の
実施種目の一部（小学生野球、
中学生野球、小学生サッカー）
を本事業に組み替えて実施。
※25年度に(2)小・中学生ス
ポーツ大会として実施した将
棋・囲碁・百人一首大会、及び
(3)ニュースポーツ・レクリエー
ション大会として実施したソフト
バレーボール大会は、区民ス
ポーツ大会とは別の事業として
実施しました。
※(3)ニュースポーツ・レクリエー
ション大会として25年度に実施
したトリムマラソン大会は、実施
会場である国立霞ヶ丘競技場
が使用できないことから実施し
ませんでした。

(1)区民総合体育大会（一般31・中学12・小学5
種目）
①延参加者数18,337人
②延参加者数14,450人
③国立霞ヶ丘競技場の改築工事期間中、陸上
競技大会会場の安定確保に努めます。

(1)区民総合体育大会（一般31・中学10・小学2
種目）
①延参加者数16,337人
②延参加者数14,450人
③新宿区の総合的な競技大会と位置付け、
小・中学生スポーツ大会から区民総合体育大
会への移行を進めます。また、大会会場の確
保が困難な一部種目について安定的に大会
開催できるよう努めます。

（2）小・中学生スポーツ大会（野球・サッカー・
将棋・百人一首等）
①頭脳スポーツ種目1種目の新規開催（小学
生囲碁大会）
②新規頭脳スポーツ種目の実施
③小学生野球・小学生サッカー大会の区民総
合体育大会への移行に関して主管団体との調
整を行った結果、26年度から小学生野球・小学
生サッカーを移行します。引き続き、移行できる
種目について主管団体と調整を進めます。

（3）ニュースポーツ・レクリエーション大会（トリ
ムマラソン・ソフトバレーボール大会）
①延参加者数238人
②延参加者数600人
③実施会場である国立霞ヶ丘競技場が今後使
用できないことから廃止するトリムマラソンに替
わり、新たなニュースポーツ・レクリエーション
種目の大会を開催する。

区内の関係団体等と連携し、各
種スポーツ大会を実施し、活動
の成果を発表する機会としま
す。(１)区民総合体育大会(２)
小・中学生スポーツ大会(３)
ニュースポーツ・レクリエーショ
ン大会

区民スポーツ大会

1400
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

1600

新宿シティハーフマ
ラソン・区民健康マ
ラソン

「走る」という身近なスポーツを
通して、区民の心身の健康・体
力づくりの推進及び生涯スポー
ツの実現に寄与します。

①参加者数　21,361人（明治公園イベント含
む）
②参加者数　22,500人（明治公園イベント含
む）
③平成26年度から30年度まで行われる国立
霞ヶ丘競技場の改修工事期間中、メイン会場
を明治神宮野球場に変更して円滑に実施する
ための各所調整を行います。また、次回大会
以降、参加者が満足する新たなコース設定の
検討を行います。

①延参加者数10,483人（明治公園イベントは中
止）
②延参加者数10,922人（明治公園イベントは中
止）
③国立霞ヶ丘競技場が平成30年度まで改築工
事のため、引き続き明治神宮野球場をメイン会
場として実施します。次回大会は、ハーフマラ
ソンコースの周回方法見直しによる混雑緩和と
ランナーにわかりやすいコース設定を行うほ
か、競技中の沿道における歩行者横断に関わ
るスタッフ体制の見直しによる安全管理体制の
強化に取り組みます。

　従来マラソン大会と同時に実
施していた都立明治公園でのイ
ベントについては、国立霞ヶ丘
競技場改築工事に伴い都立明
治公園が使用できない状況が
続くともに実施可能な他の会場
の確保ができないことから、当
分の間中止とします。

新宿未来
創造財団

P28

1700

元気館事業 健康増進事業（コース型・フリー
型運動プログラム）及び地域に
おける健康づくり活動支援（体
育館等の施設貸出）、高齢者筋
力向上事業（運動機能トレーニ
ング）を実施し、区民の健康増
進を図ります。

①スタジオプログラム参加者数　56,515人
　トレーニングルーム参加者数　16,919人
②元気館利用者の満足度を高めるよう努めて
いきます。
③利用者アンケート等により、更に満足度の高
いメニューを提供していきます。

①スタジオプログラム参加者数　55,360人
　トレーニングルーム参加者数　16,947人
②元気館利用者の満足度を高めるよう努めて
いきます。
③利用者アンケート等により、更に満足度の高
いメニューを提供していきます。

健康部
健康推進
課健康事
業係

P28

1800

いきいきウオーク新
宿

ウオーキング教室を定期的に
実施することにより、運動習慣
の普及、健康やいきがいづく
り、そして介護予防を図ります。

①参加者数　144人
②ウオーキング参加者の満足度を高めるよう
努めていきます。
③集合場所、ウオーキング教室開催会場を地
域センターとし、その地域を中心にウオーキン
グすることで、ウオーキング初心者の方が各地
域に親しみをもってウオーキングできるよう工
夫します。

①参加者数　88人
②ウオーキング参加者の満足度を高めるよう
努めていきます。
③集合場所兼ウオーキング教室開催会場を地
域センターとし、その地域を中心にウオーキン
グすることで、ウオーキング初心者の方が各地
域に親しみをもってウオーキングできるよう工
夫します。また、区内の名所旧跡を休憩地点と
し、文化観光の視点も盛り込んだ内容とするこ
とで、参加者の増加を目指します。

健康部
健康推進
課健康事
業係

P28

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

1900

運動施設の管理運
営

区民のスポーツ、レクリエーショ
ン活動及び相互交流の場として
施設（屋内スポーツ施設、屋外
スポーツ施設、区立小・中学校
施設等）を提供することにより、
区民の生涯健康で快適な生活
を支援します。

（別シートに施設毎に記入） （別シートに施設毎に記入） 地域文化
部生涯学
習コミュニ
ティ課
新宿未来
創造財団
健康推進
課

P29

小目標②　身近で気軽にできる運動・スポーツ環境を整備します
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

2000

区内都立高等学校
との連携事業

区内都立高等学校との連携、
協働による施設開放等事業を
実施することにより、区民のス
ポーツ活動及び生涯学習活動
の実践の場や機会を提供しま
す。

①9,283人
②10,000人
（平成24年度目標比3,500人減、同年度実績比
2,385人減）　※山吹高校プール改修工事の実
施に伴い、平成25年9月以降の開放を中止（57
日間）した。
③
・都立山吹高等学校プール開放登録者数、施
設開放利用者数を増加させること。
・都立山吹高等学校開放事業の管理委託方法
の見直し及び管理経費の節減を行い、単位費
用の改善をすること。
・区内都立高等学校と連携した施設開放事業
を拡充すること。
・新たな連携、協働による施設開放事業の実
施に向けた連絡会を開催すること。

①12,353人
②12,500人
（平成25年度目標値比2,500人増、同年度実績
比3,070人増）
③
・新宿山吹高等学校プール開放について、予
算に応じた開放日数を検討します。
・都立高校との連携方法の見直しを行います。

新宿未来
創造財団

P29

小目標③　NPO・民間団体との運動・スポーツの事業間連携を強化します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

2100

トップアスリートとの
交流事業

地域とスポーツの交流を促進
し、区内におけるスポーツや生
涯学習活動の更なる活性化を
図るため、公式戦招待、スポー
ツ教室等を実施します。
区民が一流の技術・迫力にふ
れる機会を提供し、感動や夢を
体感できるよう進めていきま
す。

①延参加者数5,011人
②延参加者数4,834人
③ 既存連携先との協議により、実施数、定員
数を拡大するとともに、新規連携先の発掘を行
い、より多くの区民へ交流の機会を提供しま
す。また、2020年の東京オリンピック・パラリン
ピック開催に向け、関連イベントとの連携を図
ります。

①延参加者数4,681人
②延参加者数5,333人
③引き続き、既存連携先との協議による実施
事業数及び定員数の拡大を図るとともに、新
規連携先の開拓により、より多くの区民に参加
機会を提供します。また、2020年の東京オリン
ピック・パラリンピック関連イベント等と連携した
事業の実施方法を検討します。

新宿未来
創造財団

P29

2200

団体等と連携した
スポーツ普及事業

地域団体等と連携しスポーツ教
室や大会などの事業を実施・後
援することにより、多様なス
ポーツと気軽に取り組む機会を
区民に提供し、スポーツ習慣の
定着や健康づくりを図ります。

①実施種目数　3種目
②実施種目数　5種目
※延参加者数は90,202人で前年度比117%
③より多くの区民が気軽に参加出来るよう、既
存の協力団体に加えて新たな競技団体等との
連携実施に向けて情報の収集と提供を強化し
ます。

①延参加者数87,143人
②延参加者数79,500人
③多彩なプログラムの提供による参加機会の
拡大と、参加者が継続して活動できる場を確保
します。

新宿未来
創造財団

P29

生活習慣病の予防　事業実績　7／52



【中目標】適正飲酒の推進と喫煙者の減少をめざします

小目標①　適正飲酒や喫煙・受動喫煙に関する正しい知識の普及啓発を行います

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

2300

【再掲】　※事業№
600
地域との連携事業

地域センターまつりやイベント
での普及活動、各種講習会の
開催など、地域と連携した事業
を展開し、積極的に普及・啓発
します。

①実施回数11回　受講者数1958人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連
合会、地域の福祉団体などと連携し、メタボリッ
クシンドロームの予防のための知識を普及す
ることにより、健康意識の向上を図ります。
③今後も区民の関心を惹く内容の工夫で、参
加者の増加を図っていきます。

①実施回数12回　受講者数2459人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連
合会、地域の福祉団体などと連携し、メタボリッ
クシンドロームの予防のための知識を普及す
ることにより、健康意識の向上を図ります。
③区民グループや地域の福祉団体などと連携
し、区民が健康づくりに関心をもち、行動変容
につながるような企画を検討していきます。

健康部
健康推進
課
東新宿保
健セン
ター

P30

2400

母子保健事業等に
おける健康教育

健康への影響が大きい若い女
性や乳幼児のいる家庭に対し
て、多量飲酒や乳幼児の家庭
内受動喫煙防止のために、適
性飲酒や禁煙が図れるよう母
子保健事業や女性の健康支援
事業など、様々な機会を捉えて
健康教育を行います。

①妊娠届出書申請者に対する受動喫煙防止
の普及啓発1,408人
②保健センター、健康推進課での妊娠届受理
面接時にアンケートを実施し、必要に応じて指
導を行っています。
③母親学級など機会を捉えて、普及啓発を行
います。

①妊娠届出書申請者に対する受動喫煙防止
の普及啓発1,605人
②保健センター、健康推進課での妊娠届受理
面接時にアンケートを実施し、必要に応じて指
導を行っています。
③母親学級など機会を捉えて、普及啓発を行
います。

平成25年8月より、健康推進課
でも妊娠届出時の看護職(保健
師)による面接を開始した。ただ
し、人員の都合上、妊婦全員の
面接は行えていない。

健康部
健康推進
課健康事
業係

P30

2500

小中学校への喫煙
防止に関する健康
教育

未成年者の喫煙防止を徹底す
るため、小中学生に対する講演
会の開催などを通じ、喫煙の害
について周知します。

①中学校3校：生徒293名、小学校2校：生徒77
名に対し、喫煙防止健康教育を実施しました
②区内の小中学校において、喫煙防止を目的
とした健康教育を、学校との連携により開催し
ます。
③学校の担当者に健康教育の開催を周知しま
す。

①中学校2校：生徒231名、小学校1校：生徒17
名に対し、喫煙防止健康教育を実施しました。
②区内の小中学校において、喫煙防止を目的
とした健康教育を、学校との連携により開催し
ます。
③学校の担当者に健康教育の内容や開催方
法を周知し、教室をより容易に開催できる環境
を整備していきます。

健康部
健康推進
課健康事
業係

P30
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小目標②　禁煙指導の充実と受動喫煙の防止を推進します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

2600

禁煙指導の充実 禁煙に積極的に取り組めるよ
う、医療機関とも連携して、禁煙
指導の強化を図ります。

①禁煙指導対象者数92人　対面指導実施者
数80人
指導実施率86.9％（保健センター実施分）
②禁煙に取り組む意欲が見られる人には、クリ
ニックや病院の禁煙外来を紹介し、禁煙に積
極的に取り組めるようにします。また、対面指
導実施者の率は８０％を達成しました。
③研修等で指導者のスキルアップを図り、効果
的な指導を行います。

①禁煙指導対象者数50人　対面指導実施者
数44人
指導実施率88.0％（保健センター実施分）
②禁煙に取り組む意欲が見られる人には、クリ
ニックや病院の禁煙外来を紹介し、禁煙に積
極的に取り組めるようにします。
③研修等で指導者のスキルアップを図り、効果
的な指導を行います。

・25年度から生活習慣病予防健
診が医療機関に委託されたた
め、今まで健診結果説明時また
は保健指導時に行っていた禁
煙指導の機会がなくなりまし
た。現在は、健康相談来所者を
対象に実施しています。

健康部
健康推進
課健康事
業係

P31

2700

喫煙による健康被
害の防止

たばこを吸わない区民を受動喫
煙による健康被害から守るため
に、区内施設管理者や区民に
対して禁煙や分煙化の推進に
努めるよう指導します。

①飲食店事業者を対象にした講習会で、分煙
化、禁煙化についての資料、ステッカーの配布
3回　468件
②飲食店事業者を対象とした講習会等で、分
煙化、禁煙化について、普及啓発を行います。
③実状に応じた資料を精査、作成し、普及啓発
に努めます。

①飲食店事業者を対象にした講習会で、分煙
化、禁煙化についての資料、ステッカーの配布
3回　750件
②飲食店事業者を対象とした講習会等で、分
煙化、禁煙化について、普及啓発を行います。
③実状に応じた資料・ステッカーを精査、作成
し、普及啓発に努めます。

健康部
健康推進
課健康事
業係

P31

【中目標】糖尿病の予備群・有病者を減らします

小目標①　糖尿病に関する正しい知識や健診受診を促すための普及・啓発を行います

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

2800

糖尿病予防教室 糖尿病の正しい知識の普及を
行うとともに、悪化防止や改善
のため、積極的な自己管理を
学ぶための健康教室を開催し
ます。

①実施回数1回　　受講者数228人
②糖尿病や正しい知識や糖尿病を防止するた
めの知識を普及します。
③実施内容やＰＲ方法を検討し、参加者の増
加を図っていきます。

①実施回数1回　　受講者数226人
②糖尿病や正しい知識や糖尿病を防止するた
めの知識を普及します。
③区内３ホールで糖尿病の予防イベントを実
施してきたため、今後の実施内容について検
討をしていきます。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P31

2900

【再掲】　※事業№
600
地域との連携事業

地域センターまつりやイベント
での普及活動、各種講習会の
開催など、地域と連携した事業
を展開し、積極的に普及・啓発
します。

①実施回数11回　受講者数1958人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連
合会、地域の福祉団体などと連携し、メタボリッ
クシンドロームの予防のための知識を普及す
ることにより、健康意識の向上を図ります。
③今後も区民の関心を惹く内容の工夫で、参
加者の増加を図っていきます。

①実施回数12回　受講者数2459人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連
合会、地域の福祉団体などと連携し、メタボリッ
クシンドロームの予防のための知識を普及す
ることにより、健康意識の向上を図ります。
③区民グループや地域の福祉団体などと連携
し、区民が健康づくりに関心をもち、行動変容
につながるような企画を検討していきます。

健康部
健康推進
課
東新宿保
健セン
ター

P31
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小目標②　栄養のバランスを考えて食べる人を増やします

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

3000

【再掲】　※事業№
12400
食生活改善教室

自分の適切なエネルギー量を
知り、食事のバランスを考えた
食生活を実行できるよう、知識
や技術の普及を行います。
また調理実習を通して、野菜の
摂取不足や塩分の取り過ぎな
ど、食生活の問題を改善するた
めの知識や技術の普及を行い
ます。

①【実施回数、参加者数】
　　25年度　6回　118人
②生活習慣病予防や栄養バランスを考えて自
分で食べ物を選び、自立した食生活を送るた
めの情報を提供します。
③これからも多くの方に食の意識を高めてもら
えるよう、食生活に関する知識の普及を行い、
実践につながるように支援します。

①【実施回数、参加者数】
　　26年度　8回　174人
②生活習慣病予防や栄養バランスを考えて自
分で食べ物を選び、自立した食生活を送るた
めの情報を提供します。
③これからも多くの方に食の意識を高めてもら
えるよう、食生活に関する知識の普及を行い、
実践につながるように支援します。

健康部
落合保健
センター

P32

3100

【再掲】　※事業№
600
地域との連携事業

地域センターまつりやイベント
での普及活動、各種講習会の
開催など、地域と連携した事業
を展開し、積極的に普及・啓発
します。

①実施回数11回　受講者数1958人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連
合会、地域の福祉団体などと連携し、メタボリッ
クシンドロームの予防のための知識を普及す
ることにより、健康意識の向上を図ります。
③今後も区民の関心を惹く内容の工夫で、参
加者の増加を図っていきます。

①実施回数12回　受講者数2459人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連
合会、地域の福祉団体などと連携し、メタボリッ
クシンドロームの予防のための知識を普及す
ることにより、健康意識の向上を図ります。
③区民グループや地域の福祉団体などと連携
し、区民が健康づくりに関心をもち、行動変容
につながるような企画を検討していきます。

健康部
健康推進
課
東新宿保
健セン
ター

P32

小目標③　肥満者を減らします

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

3200

【再掲】　※事業№
300
肥満予防教室

肥満を防止し、体重を適正にコ
ントロールするための積極的な
自己管理を学ぶための健康教
室を開催します。

メタボリックシンドローム教室に１本化して実施
しました。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P32

3300

【再掲】　※事業№
500
元気館と保健セン
ターとの連携事業

適切な運動習慣を身につける
ため、健康教室と連動した運動
指導を実施し、健康教室終了後
も運動が継続的に実施されるよ
う働きかけていきます。

①実施日数　延10日　　受講者数　延153人
②日々の生活の中に運動習慣を取り入れ、教
室終了後にも自分に合った運動が継続できる
ようにします。
③元気館利用者に対するアンケートでは、満
足度も高く、月に4～6回利用する継続的な運
動を実施している方が52％と多いため、事業
の目標は概ね達成されています。

①実施日数　延2日　　受講者数　延23人
②日々の生活の中に運動習慣を取り入れ、教
室終了後にも自分に合った運動が継続できる
ようにします。
③運動習慣がない方への動機づけになるよ
う、元気館の運動指導士が保健センターにお
いて運動指導を実施するなど連携のあり方を
検討します。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P32
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小目標④　高血糖者の保健指導の充実を図ります

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

3400

かかりつけ医機能
の推進

かかりつけ医の機能を推進す
ることにより、高血糖改善のた
めの保健指導の充実を図りま
す。

①平成25年度の実績はありません。

③平成25年度に糖尿病対策ＰＴを立ち上げま
した。高血糖改善を含む糖尿病対策の仕組み
づくりについて、ＰＴで検討していきます。

①26年度には、地域における医療連携体制の
構築を進めるため、区内の医療機関や歯科医
療機関を対象に、糖尿病の登録医療機関制度
等について、講演会を開催しました。(開催1
回、参加者60名）
②糖尿病対策ＰＴを立ち上げ、高血糖改善を含
む糖尿病対策の仕組みづくりについて、ＰＴで
検討しました。また、東京都事業「糖尿病地域
連携の登録医療機関」への登録推進を図ると
ともに、糖尿病医療連携の必要性について、
医師会等と協議を進めました。
③新宿区地域保健医療体制整備協議会に、
「糖尿病対策専門部会」を新たに位置づけ、専
門医、かかりつけ医、かかりつけ眼科医・歯科
医等とともに、現状の把握と課題の抽出、対応
策を検討し、糖尿病対策の推進を図っていきま
す。また、区内のかかりつけ医等を対象とした
講演会を実施していきます。

・専門医療機関や健診委託医
療機関等による「糖尿病専門部
会」を立ち上げ、医療連携を
図っていきます。また、区内の
かかりつけ医を対象とした講演
会を実施していきます。

健康部
健康推進
課健康企
画係

P33

3500

糖尿病対策推進事
業

高血糖状態の改善を図るため
に、医療機関と連携し、支援を
行います。

①25年度より生活習慣病予防健診が委託され
たため実施していません。
②25年度より生活習慣病予防健診が委託され
たため実施していません。
③高血糖状態にある区民が食生活をはじめと
した生活習慣改善や治療中断しないしくみづく
りが必要です。そのためには、医療機関との連
携の仕方について協議が必要なため、今後検
討していきます。

①26年度には、健康部糖尿病対策・レセプト
データ分析PTを立ち上げ、レセプトデータ及び
健診データを活用した生活習慣病の医療費動
向や、ハイリスク者の把握を行いました。

③特定健診で血糖コントロール状態（HbA1c）
が区の定める数値を超える結果が出た人につ
いて、レセプトと突合して未治療者を抽出し、電
話・訪問等により受診を勧奨し治療につなげ、
重症化を未然に防止していきます。

・健診結果から、糖尿病治療が
必要な対象者を確実に専門医
療機関につなげるため、個別ア
プローチによる受診勧奨を行い
ます。

健康部
健康推進
課
東新宿保
健セン
ター

P33
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【中目標】口腔機能の維持・向上をめざします

小目標①　自分の歯や口の健康を保つための知識を普及啓発します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

3600

まちかど健康教室 町会など地域の組織と連携し、
広く出張健康教育を行います。

①平成25年度　出張健康教育実施回数　41回
②地域組織との連携を推進し、口腔機能の維
持増進の知識を普及することにより健康意識
の向上を図ります。
③今後も引き続き、積極的に情報発信を行い、
地域の関係機関・団体と連携を推進します。

①平成26年度　まちかど健康教室実施回数
38回
②地域組織との連携を推進し、口腔機能の維
持増進の知識を普及することにより健康意識
の向上を図ります。
③今後も引き続き、積極的に情報発信を行い、
地域の関係機関・団体と連携を推進します。

健康部
四谷保健
センター

P33

3700

★地域活動歯科衛
生士の養成

在宅歯科衛生士の組織を強化
し、地域の要望に応えた健康教
育を広く実施していきます。

①平成25年度　地域活動歯科衛生士登録者
数　15名
②地域活動歯科衛生士登録者の質の高い健
康教育を実施し、区民が確実に行動変容でき
るようレベルアップを図ります。
③保育の現場における食べる力の育て方な
ど、食べる機能の知識の向上を図ります。

①平成26年度　地域活動歯科衛生士登録者
数　17名
②地域活動歯科衛生士登録者の質の高い健
康教育を実施し、区民が確実に行動変容でき
るようレベルアップを図ります。
③保育の現場における食べる力の育て方な
ど、食べる機能の知識の向上を図るための研
修や食べ方相談の見学実習等、養成の充実を
図ります。

健康部
四谷保健
センター

P33

3800

歯周病予防講習会 歯周病の基礎知識をはじめ、全
身疾患との関連まで、幅広く知
識を普及啓発します。

①実施回数4回　　受講者数107人
②歯周病と全身疾患との関係等の知識を普及
啓発することにより、歯周病の予防と重症化を
防ぐような生活習慣が定着するように指導しま
す。
③より多くの人の行動変容につながるよう受講
者の増加を図るため、講習内容や方法を工夫
します。

①実施回数1回（4センター合同開催による2講
演）
　受講者数　延143人　実73人
②歯周病と全身疾患との関連や、口腔機能の
低下による誤嚥性肺炎の防止等に関しての普
及啓発に取組みます。
③より多くの人の行動変容につながるよう受講
者の増加を図るため、講習内容や方法を工夫
します。

健康部
四谷保健
センター

P33
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小目標②　歯科保健指導を充実します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

3900

歯科健康診査 30歳、40歳から50歳、55歳、60
歳、70歳の区民を対象に歯科
健診を実施し、個別の保健指導
を行います。
特に、糖尿病患者には、合併症
である歯周病を予防するととも
に、疾患の悪化を防ぐため、か
かりつけ歯科医※とかかりつけ
医の連携を強化していきます。

①平成25年度新宿区歯科健康診査受診者数：
2,372人
②歯科疾患の予防および早期発見・早期治療
につなげるため、受診者数の増加を図ります。
③本事業を広報やホームページを利用して広
く区民に周知し、更なる受診数の増加を図りま
す。

①平成26年度新宿区歯科健康診査受診者数：
2,579人
②歯科疾患の予防および早期発見・早期治療
につなげるため、受診者数の増加を図ります。
③本事業を広報やホームページ、「ぬくもりだよ
り」を利用して広く区民に周知し、更なる受診数
の増加を図ります。

健康部
健康推進
課健康事
業係

P34

4000

妊婦歯科健康診査 妊娠中に歯周病が悪化すると、
妊娠の経過にも影響があること
がいわれていることから、妊婦
を対象に歯科健康診査を行い、
歯周病を予防するとともに悪化
を防ぎます。

①25年度妊婦歯科健康診査受診者数：814人
②受診者数の増加を図ります。
③妊婦歯科健康診査をかかりつけ歯科医を持
つきっかけにし、産後も継続して歯周病の予防
や悪化を防ぐことができるよう、妊娠中の歯科
健診受診の必要性を周知します。

①26年度妊婦歯科健康診査受診者数：796人
②受診者数の増加を図ります。
③妊婦歯科健康診査をかかりつけ歯科医を持
つきっかけにし、産後も継続して歯周病の予防
や悪化を防ぐことができるよう、妊娠中の歯科
健診受診の必要性を周知します。

健康部
健康推進
課健康事
業係

P34

4100

歯科衛生相談 保健センターで実施している歯
科衛生相談の中で歯周病に関
する保健指導を行います。

①専門歯科相談実施回数：8回　　相談者数：
62人
②むし歯や歯周病を予防することにより、歯の
喪失を防ぎ、生涯、口腔機能を維持していくこ
とを支援します。
③平成22年度より、成人・高齢者に多い口腔
の問題に特化した専門歯科相談として実施し
ています。
この専門歯科相談の中においても、歯の喪失
の原因となるむし歯や歯周病に関する保健指
導をします。また定期的に歯科医療機関を利
用することなども推奨します。

①専門相談（ドライマウス・義歯）
　実施回数：6回　相談者数：41人
②成人・高齢者に多い口腔の問題に特化した
専門歯科相談を実施し、歯の喪失予防や摂
食・嚥下機能の獲得を支援します。
③事業の周知方法を工夫し、受講者の増加を
図ります。

健康部
四谷保健
センター

P34
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

4200

歯周病予防相談 主に39歳以下の成人を対象
に、歯周病の兆候を早期に発
見し、予防を図るための相談を
行います。予防処置や治療の
必要な場合には医療機関につ
なぎます。

①実施回数：54回　　相談者数：652人
スクリーニング実施652人のうち歯周疾患の傾
向がある人の割合47.4 ％
②歯周病の兆候を早期に気づかせ、予防のた
めの保健指導をしっかり行い、歯科健康診査
において、進行した歯周病にかかっている人の
割合を減らします。
③幅広い年代に歯周病に関する知識を普及で
きるように実施します。保健センターの相談を
利用した人がその後も定期的に歯科医療機関
を利用することなどを推奨し、歯周病にかかる
割合を減らすために医療機関との連携を図っ
ていきます。

①実施回数：45回　相談者数：699人
　歯周病の傾向がある者の割合：53.6％
　（スクリーニング検査実施者689人）
②自身が歯周病の兆候に気づき、早期に予防
できるよう保健指導を行うことにより、進行した
歯周病にかかっている人の割合を減らします。
③幅広い年代に歯周病に関する知識を普及で
きるように実施します。保健センターの相談を
利用した人がその後も定期的に歯科医療機関
を利用することなどを推奨し、歯周病にかかる
割合を減らすために医療機関との連携を図っ
ていきます。

健康部
四谷保健
センター

P34

4300

産婦歯科相談 産婦を対象に歯科相談を行い、
歯周病予防や悪化予防の方法
を指導します。

①実施回数：48回　　相談者数：1,620人
スクリーニング実施1.619人のうち歯科疾患の
傾向がある人の割合39.2％
②歯周疾患の傾向がある人の割合を減らしま
す。
③むし歯・歯周病の母子感染予防のために生
活習慣病を改善するよう指導の強化を図りま
す。また、妊婦歯科健診未受診者・治療中断者
への受診動機付けを行うなど、保健センターと
地域の歯科医療機関が一体となって歯の健康
づくりを支援します。

①実施回数：47回　相談者数：1,137人
　むし歯の菌数が多い（やや多い）者の割合：
23.0％
②産婦のむし歯、歯周病を予防のみならず、
むし歯菌の母子感染の予防に取組みます。
③母子感染に関心のある産婦に対し、口腔清
掃に対するモチベーションを高めるため、平成
26年度より、むしば菌の多さを検査する検査に
変更を行いました。引き続き検査を実施し、検
査結果や問診内容に応じ適切な指導を行いま
す。また、定期的な歯科健診未受診者や治療
中断者に対し、受診勧奨を行い、地域と一体と
なった歯の健康づくりを支援します。

健康部
四谷保健
センター

P34
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小目標③　歯と口の健康を支える環境の充実を図ります

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

4400

「かかりつけ歯科
医・かかりつけ医」
の連携強化

糖尿病患者の歯周病の予防や
悪化予防のため、かかりつけ歯
科医とかかりつけ医の連携を強
化します。

①医科・歯科連携ネットワーク連絡会の開催回
数：2回
かかりつけ医機能の推進事業推進研修会：1
回
②目標値　引き続き連絡会年2回、研修会年1
回の開催を行います。
③ネットワーク連絡会において、病院内におけ
る医科・歯科連携の実態を把握するとともに、
研修会において地域の歯科医療機関が糖尿
病を有する患者様の歯周病治療について、糖
尿病専門医等との連携が図られるための方策
を引き続き検討します。

①医科・歯科連携ネットワーク連絡会の開催回
数：2回
かかりつけ医機能の推進事業推進研修会：1
回
②目標値　引き続き連絡会年2回、研修会年1
回の開催を行います。
③ネットワーク連絡会において、病院内におけ
る医科・歯科連携の実態を把握するとともに、
研修会において地域の歯科医療機関が糖尿
病を有する患者様の歯周病治療について、糖
尿病専門医等との連携が図られるための方策
を引き続き検討します。

健康部
健康推進
課健康事
業係

P34

4500

【再掲】　※事業№
600
地域との連携事業

地域センターまつりやイベント
での普及活動、各種講習会の
開催など、地域と連携した事業
を展開し、積極的に普及・啓発
します。

①実施回数：11回　受講者数：1,958人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連
合会、地域の福祉団体などと連携し、メタボリッ
クシンドロームの予防のための知識を普及す
ることにより、健康意識の向上を図ります。
③今後も区民の関心を惹く内容の工夫で、参
加者の増加を図っていきます。

①実施回数12回　受講者数2459人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連
合会、地域の福祉団体などと連携し、メタボリッ
クシンドロームの予防のための知識を普及す
ることにより、健康意識の向上を図ります。
③区民グループや地域の福祉団体などと連携
し、区民が健康づくりに関心をもち、行動変容
につながるような企画を検討していきます。

健康部
健康推進
課
東新宿保
健セン
ター

P34

4600

歯科医療機関情報
の収集・提供

土・日、夜間の受診や子連れで
受診できる歯科医療機関の情
報など、きめ細かい情報を収集
し、必要に応じて区民に提供し
ます。

①25年度名簿提供数：37,808件
②提供数の増加を含めたサービスの向上を図
ります。
③区民の求める歯科医療機関の情報につい
て、必要に応じて区民に提供できるよう、庁内
各課に名簿の普及を行い、サービスの向上に
努めます。

①26年度名簿提供数：33,852件
②サービス向上のために提供内容の充実を図
ります。
③区民の求める歯科医療機関の情報につい
て、必要に応じて区民に提供できるよう、庁内
各課・区内関係機関に名簿の普及を行い、
サービスの向上に努めます。
平成27年度は名簿掲載歯科医療機関数を実
態に合わせて精査したため、提供数が大幅に
減少する予定です。

名簿配布箇所に大幅な変更は
ありませんが、名簿掲載歯科医
療機関を実態に合わせて精査
してます。

健康部
健康推進
課健康事
業係

P34
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「運動施設の管理運営」（事業№1900）別シート

①平成25年度
実績

②事業目標
（水準）

③今後の課題、方針、改善策等
①平成26年度

実績
②事業目標

（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

(１)指定管理事業をはじめとする財団事業と連携し、利用者
数を増加させる。

(1)空き施設の有効な活用方法を検討する。

(2)新宿区体育協会ほか各区民団体の利用を確保した後の
一般団体の効果的、効率的な利用受付基準を検討する。

(2)「繰り返し利用したい施設」になるために、利用者ニーズ
を把握し、需要の掘り起こしについて検討する。

(3)施設の長期的な維持管理を目的とした新宿区担当課と
の情報共有と協議を行う。

（3）施設の長寿命化対策として、予防保全による修繕計画
を新宿区担当課と協議する。

(1)和室の稼働率向上に伴う、畳の整備および将来的な和
室の改修等について検討する。

(1)新宿区体育協会、新宿区レクリエーション協会など区民
団体と連携して魅力的な事業を新設して利用者数の増加を
図る。

(2)各施設の経年劣化箇所に対する修繕と利用環境向上に
つながる整備を行う。

(1)施設が老朽化しており、更衣室や夜間照明など大規模
改修の検討が必要である。

（1）不正二重登録団体のたび重なる直前キャンセルによっ
て施設利用率にも影響を生じており、登録ルールやペナル
ティの見直しを検討する必要がある。

(2)西戸山公園野球場、落合中央公園野球場人工芝の全面
張替えについて、3年～5年を目処に検討が必要である。

(3)複数団体登録している不正登録団体への調査及び対応
が必要である。

(4)不正登録団体と思われる団体による繰り返しの直前キャ
ンセルにより稼働率が低下した施設があり、ペナルティ強化
等の対策が必要である。

(1)戸山多目的運動広場の周辺環境改善のため、都、区と
の調整、改善を行う。

(1)新宿ここ・から広場多目的運動広場における安全管理と
周知を徹底する。

施設

平成25年度 平成26年度

574,000人 558,910人 576,000人

1900-2 大久保 78,466人 80,801人 77,760人

1900-1 コズミック 576,163人

79,730人

1900-3 公園内 164,562人 150,000人 170,276人 150,000人

9,660人

1900-4 運動広場 65,488人 62,340人

1900-5 ここ・から広場 12,419人

(1)新宿ここ・から広場多目的運動広場における平日開放時
の安全管理を徹底するため、ルール作りが必要である。

13,357人 9,660人

(1)戸山多目的運動広場で安全面を考慮した不陸調整等の
大規模整備が必要である。

58,443人 62,340人

事業№1900_別シート　事業実績　16／52



【中目標】がん予防を推進します

小目標①　がん及びその予防に関する情報提供と普及啓発の充実を図ります

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

4700

「がん検診普及啓
発リーフレット」の作
成及び配布

がんに関する普及啓発と予防
のための意識向上のため、区
民のがんの現状、がん検診受
診までの流れ、検診票申込は
がきを組み込んだリーフレットを
作成し、区施設で配布します。

①がん検診普及啓発リーフレットを、区施設及
び医療機関にて配布しました。
②がん検診に関する普及啓発・がん検診の受
診率向上を目標とします。
③「平成22年度健康づくり区民意識調査」によ
ると、がん検診を受けない理由を、「必要なとき
は医療機関を受診できるため」とした区民が多
いようです。
定期的な検診受診とがんの早期発見の重要性
を区民が理解し、受診を啓発されるようなリー
フレットを作成、配布することが課題です。

①がん検診普及啓発リーフレットを、区施設及
び医療機関にて配布しました。
②がん検診に関する普及啓発・がん検診の受
診率向上を目標とします。
③「平成22年度健康づくり区民意識調査」によ
ると、がん検診を受けない理由を、「必要なとき
は医療機関を受診できるため」とした区民が多
いようです。
平成２７年度は、新宿区のがんの現状とがんの
早期発見の重要性を訴え、定期的な検診の受
診を啓発するリーフレットを作成し、各特別出張
所、各保健センター、各図書館及び区内医療
機関等において配布予定です。

健康部
健康推
進課健
診係

P48

4800

【再掲】　※事業№
600
地域との連携事業

地域センターまつりやイベント
での普及活動、各種講習会の
開催など、地域と連携した事業
を展開し、積極的に普及・啓発
します。

①実施回数：11回　受講者数：1,958人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連
合会、地域の福祉団体などと連携し、乳がんモ
デルによる自己触診指導や生活習慣等、がん
予防のための知識を普及することにより、健康
意識の向上を図ります。
③今後も区民が集まるイベント等で、がん予防
やがん検診受診率向上のための普及啓発を図
ります。

①実施回数12回　受講者数2459人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連
合会、地域の福祉団体などと連携し、乳がんモ
デルによる自己触診指導や生活習慣等、がん
予防のための知識を普及することにより、健康
意識の向上を図ります。
③区民グループや地域の福祉団体などと連携
し、区民が健康づくりに関心をもち、行動変容
につながるような企画を検討していきます。

健康部
健康推
進課
東新宿
保健セン
ター

P48

4900

各種がん予防教室 がん予防の指導や支援、知識
の普及啓発のため、予防教室
を開催します。

①実施回数：4回（女性のがん・肺がん・大腸が
ん・前立腺がんを各1回）　受講者数：102人
②引き続き各種のがんについて、予防と早期
発見のために知識の普及を行います。
③女性の健康支援センターで女性のがんは実
施することから、保健センターでは女性のがん
以外を行います。

①実施回数：3回（肺がん・大腸がん・前立腺が
んを各1回）　受講者数：101人
②引き続き各種のがんについて、予防と早期
発見のために知識の普及を行います。
③がん予防のための生活習慣改善やがん健
診受診率を高めるため、実施内容やPR方法を
検討していきます。

健康部
東新宿
保健セン
ター

P48
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

5000

★乳がん検診普及
啓発事業　ピンクリ
ボン運動

10月の乳がん月間に合わせ、
乳がんに関する普及啓発を進
めていきます。

①ピンクリボン活動として、「ふれあいフェスタ」
における乳がん触知体験モデルを設置した
ブース出展（資料配布数357部）、2回制で乳が
んの講演会の開催（参加者延べ35名）、乳がん
予防に関するステッカーを作成し、区有施設の
トイレ内への掲示（300部）、予防メッセージを印
字した図書貸出しレシートを作成し、図書館10
館で使用するなど、より多くの区民に啓発しま
した。
②乳がんに関する知識の普及と乳がんの検診
受診率の向上を図ります。
③さまざまなピンクリボン活動を充実していくと
ともに、受診率の向上のため、受診の有無や
理由について区民の状況を把握し事業展開し
ていく必要があります。

①ピンクリボン活動として、「ふれあいフェスタ」
における乳がん触知体験モデルを設置した
ブース出展し（資料配布数500部）、乳がんを
テーマとした健康講座を区民向けと職員向けに
実施しました。（参加者：24名、19名）また、乳が
んの早期発見に関するステッカーや図書貸し
出しレシートを作成しました。（ステッカーは区
有施設41か所350部掲示、レシートは300個作
成し区内図書館10か所で使用）さらに、新たな
取り組みとして、早期発見のための詳細な内容
を印字したトイレットペーパーを3,000個作成し、
区有施設に設置するなど、積極的に啓発しまし
た。
②乳がんに関する知識の普及と乳がんの検診
受診率の向上を図ります。
③平成26年度は19.7％で、25年度より若干、受
診率は向上しましたが指標である50％には至
らない状況です。今後は、区民の意見を反映し
た取組みを行うとともに、引き続き普及啓発活
動を充実していきます。

健康部
四谷保
健セン
ター

P48

5100

★乳がん検診普及
啓発事業　ピンクリ
ボンバナー※の掲
示

10月の乳がん月間に合わせ、
歌舞伎町商店街の街路灯にバ
ナーを掲げ、普及啓発を進めて
いきます。

①9月30日～10月11日に、ピンクリボンバナー
を歌舞伎町一丁目内の街路灯44箇所に掲出し
ました。
②乳がん検診の受診の普及啓発を図ります。
③ピンクリボンについての認知度は、高まって
いるが検診行動とは結びついていません。バ
ナーの掲出は継続しつつ、乳がんセミナーをは
じめ、他のピンクリボン活動も充実していきま
す。

①10月1日～14日に、歌舞伎町1丁目内の街路
灯28箇所に掲出しました。（工事の関係上、箇
所数減）
②乳がん検診の受診の普及啓発を図ります。
③ピンクリボンについての認知度は、高まって
いますが検診行動とは結びついていない状況
があります。バナーの掲出を継続し、乳がんセ
ミナーの開催をはじめ、他のピンクリボン活動
を複数実施し充実していきます。

健康部
四谷保
健セン
ター

P48

5200

がん検診等の外国
語による情報提供

外国人住民にわかりやすいよ
う、健（検）診票発送用封筒に、
４か国語（日本語ルビ、英語、
ハングル、中国語）を併記しま
す。また健（検）診の案内につ
いて、区の外国語版ホームペー
ジで情報提供します。

①・健（検）診票発送用封筒に、4か国語（日本
語ルビ、英語、ハングル、中国語）を併記しまし
た。
・健（検）診の案内について、区の外国語版
ホームページで情報提供しました。
②外国人住民に対しても日本人住民同様、健
（検）診に関する情報提供に隔たりの無いよう
努めます。
③今後も①の内容を継続実施していきます。

①・健（検）診票発送用封筒に、4か国語（日本
語ルビ、英語、ハングル、中国語）を併記しまし
た。
・健（検）診の案内について、区の外国語版
ホームページで情報提供しました。
・区の日本語版ホームページ内においても、外
国語対応可能な医療機関を検索できる東京都
医療機関案内サービス「ひまわり」のリンクを貼
り、情報提供しました。
②外国人住民に対しても日本人住民同様、健
（検）診に関する情報提供に隔たりの無いよう
努めます。
③今後も①の内容を継続実施していきます。

健康部
健康推
進課健
診係

P48
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小目標②　たばこ対策を始めとした健康的な生活習慣を推進します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

5300

【再掲】　※事業№
2600
禁煙指導の充実

禁煙に積極的に取り組めるよ
う、医療機関とも連携して、禁煙
指導の強化を図ります。

①禁煙指導対象者：92人
対面指導実施者数：80人
指導実施率：86.9％（保健センター実施分）
②禁煙に取り組む意欲が見られる人には、クリ
ニックや病院の禁煙外来を紹介し、禁煙に積極
的に取り組めるようにします。また、対面指導
実施者の率は80％を達成しました。
③研修等で指導者のスキルアップを図り、効果
的な指導を行います。

①禁煙指導対象者数50人　対面指導実施者数
44人
指導実施率88.0％（保健センター実施分）
②禁煙に取り組む意欲が見られる人には、クリ
ニックや病院の禁煙外来を紹介し、禁煙に積極
的に取り組めるようにします。
③研修等で指導者のスキルアップを図り、効果
的な指導を行います。

健康部
健康推
進課健
康事業
係

P48

5400

【再掲】　※事業№
2700
喫煙による健康被
害の防止

たばこを吸わない区民を受動喫
煙による健康被害から守るため
に、区内施設管理者や区民に
対して分煙化の推進に努める
よう指導します。

①飲食店事業者を対象にした講習会で、分煙
化、禁煙化についての資料、ステッカーの配
布：3回　468件
②飲食店事業者を対象とした講習会等で、分
煙化、禁煙化について、普及啓発を行います。
③実状に応じた資料を精査、作成し、普及啓発
に努めます。

①飲食店事業者を対象にした講習会で、分煙
化、禁煙化についての資料、ステッカーの配布
3回　750件
②飲食店事業者を対象とした講習会等で、分
煙化、禁煙化について、普及啓発を行います。
③実状に応じた資料・ステッカーを精査、作成
し、普及啓発に努めます。

健康部
健康推
進課健
康事業
係

P48
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小目標③　肝炎ウイルス検診を推進します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

5500

肝炎ウイルス検診
の実施

ウイルス性肝炎の早期発見・早
期治療のため、肝炎ウイルス検
診の普及啓発と受診勧奨を進
めていきます。また陽性者に対
し、治療につなげるための事後
指導と継続支援を実施します。

①25年度受診者（医療機関分）：1918件
②がん対策の一環としての肝炎ウイルス検診
の推進(新宿区健康づくり行動計画（平成24年
度策定）)及び40歳以上60歳以下の区民に対す
る肝炎ウイルス検診受診機会の提供(肝炎ウイ
ルス検診実施要領)
③ウィルス肝炎受診促進集中戦略が23年度で
終了したため個別で紹介状を発行するなどの
陽性者への受診勧奨は終了しました。検診未
受診者に対する検診の必要性については、普
及啓発を行います。

①26年度受診者（医療機関分）：2188件
②がん対策の一環としての肝炎ウイルス検診
の推進(新宿区健康づくり行動計画（平成24年
度策定）)及び40歳以上60歳以下の区民に対す
る肝炎ウイルス検診受診機会の提供(肝炎ウイ
ルス検診実施要領)
③引き続き、40歳以上60歳以下の5歳刻みの
社会保険等加入者に対する受診勧奨を行いま
す。また、検診未受診者に対する検診の必要
性については、普及啓発を行います。

・26年度から肝炎ウィルス検査
は全て医療機関で行うことにな
り、保健センターでは24年度末
に終了し、区民健康センターで
は26年6 月末に終了しました。
・26年10月1日から東京都ウイ
ルス性肝炎重症化予防推進事
業が開始となり、肝炎検査陽性
者を対象としたフォローアップ事
業とフォローアップの参加者に
対する精密検査費用助成が始
まりました。フォローアップは区
で行い、各保健センターが対象
者に年１回受診状況を確認し、
未受診の場合は受診を勧奨し
ます。

健康部
健康推
進課健
診係

P49

小目標④　子宮頸がん予防ワクチン接種を推進します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

5600

★子宮頸がん予防
ワクチン接種事業

子宮頸がんの主な原因である
ヒトパピローマウイルスの感染
を予防し、子宮頸がんの発症を
予防するため、区が実施主体と
なり、公費負担によるワクチン
接種事業を行います。また、が
ん検診普及啓発リーフレット内
にコラムの掲載及びPTAへの
説明会等により、ワクチン接種
に関する知識の普及啓発を図
ります。なお、対象は中学１年
生～高校１年生の年齢に相当
する女子となります。

①延接種回数：434回
②③25年4月1日から、予防接種法に基づく定
期接種を行っていますが、副反応について、ワ
クチンとの因果関係を否定できないため積極的
な勧奨を差し控えるよう国から勧告があり同年
6月に、積極的な接種勧奨を一時的に差し控え
る状況となりました。
今後は、国の動向を踏まえながら対応していき
ます。
なお、25年4月1日から定期予防接種となり、対
象が小学校6年生～高校1年生となりました。

①延接種回数：29回
②③25年4月1日から、予防接種法に基づく定
期接種を行っていますが、副反応について、ワ
クチンとの因果関係を否定できないため積極的
な勧奨を差し控えるよう国から勧告があり同年
6月に、積極的な接種勧奨を一時的に差し控え
る状況となりました。
今後は、国の動向を踏まえながら対応していき
ます。

健康部
保健予
防課

P49
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【中目標】がんの早期発見・早期治療を推進します

小目標①　がん検診の受診率と精密検査受診率の向上をめざします

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

5700

がん検診
（胃・大腸・肺・子
宮・乳・前立腺）

検診受診率の向上のため、22
歳～39歳及び40歳～65歳、70
歳、75歳の健（検）診票未送付
の検診対象者に、検診票申し
込みはがきを組み込んだ個別
勧奨はがきを送付します。その
他、がん検診普及啓発リーフ
レットを配布します。
さらに精密検査受診率の向上
のため、がん検診票と同封する
「健康診査・がん検診のご案
内」に精密検査の重要性につ
いて記載し、周知及び啓発を図
ります。

①
・22歳～39歳及び40歳～65歳、70歳、75歳の
検診票未送付の検診対象者に、検診票申し込
みはがきを組み込んだ個別勧奨はがきを送付
しました。
・がん検診普及啓発リーフレットを、各特別出
張所、各保健センター、区民健康センター、図
書館、医療機関、健診係窓口にて配布しまし
た。
②がん検診受診率の向上を目標とします。
③・個別勧奨はがきの返送率は9％未満で、24
年度と比べ低下しました。そのうちの受診者率
は現在集計中です。はがきの内容の充実と送
付時期や回数の検討をしていきます。
・26年度は「健康診査・がん検診のご案内」に、
受診勧奨のための見開きページを新たに追加
します。

①
・40歳～65歳、70歳、75歳の検診票未送付の
検診対象者に、検診票申し込みはがきを組み
込んだ個別勧奨はがきを送付しました。
・がん検診普及啓発リーフレットを、各特別出
張所、各保健センター、区民健康センター、図
書館、医療機関、健診係窓口にて配布しまし
た。
②がん検診受診率の向上を目標とします。
③・個別勧奨はがきの返送率は約6％で、25年
度と比べ低下しました。しかし、申し込みがあっ
たうちの受診率は、25年度は25％前後であっ
たのに対し、26年度は30％前後と向上しまし
た。今後も継続し、更なる受診率向上を目指し
ます。

22歳～39歳の偶数年齢の女性
に送付していた子宮がんの個
別勧奨ハガキを取り止めまし
た。その理由は、26年度より年
度初めの一斉発送において20
～40歳の偶数年齢の女性全員
に子宮がん検診票を送付する
ようになり、勧奨ハガキの送付
の必要がなくなったためです。

健康部
健康推
進課健
診係

P50

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

5800

女性特有のがん検
診受診勧奨事業

子宮頸がん及び乳がん検診の
受診率向上のため、がん検診
普及啓発リーフレットの作成・配
布をはじめ、ＰＴＡへの説明会
等を実施するなど、がんの早期
発見に対する正しい知識の普
及・啓発を図ります。

①・がん検診普及啓発リーフレットを作成し、区
施設及び医療機関にて配布しました。
・6月にＰＴＡへ子宮がん、乳がん検診に関する
説明会を実施しました。
・22歳～39歳及び40歳～65歳、70歳、75歳（乳
がんは40歳以上）の検診票未送付の検診対象
者に、個別勧奨はがきを送付しました。
・子宮がん検診啓発冊子を成人の日「はたちの
つどい」行政資料コーナーにて配布しました。
②子宮がん、 乳がん共に検診受診率50％を目
標とします。
③受診率を向上させるためには、対象者の傾
向に合わせた検診の啓発が必要であり、今後
とも受診率向上に有効な受診勧奨の方法を検
討し実行していきます。

①・26年度から、これまでの対象者に加え、子
宮がん20～40歳及び乳がん40～60歳の偶数
年齢の女性全員に検診票を一斉発送しまし
た。
・がん検診普及啓発リーフレットを作成し、区施
設及び医療機関にて配布しました。
・40歳～65歳、70歳、75歳の検診票未送付の
検診対象者に、個別勧奨はがきを送付しまし
た。
・子宮がん検診啓発冊子を成人の日「はたちの
つどい」行政資料コーナーにて配布しました。
②子宮がん、 乳がん共に検診受診率50％を目
標とします。
③上記検診票の一斉発送により、受診率が向
上しました。今後も継続することで、2年に一度
の定期的な受診を促していきます。また、27年
度より健康診査票送付者には該当の検診票を
全て同封し、健康診査との同時受診を勧奨しま
す。

健康部
健康推
進課健
診係

P50
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

5900

【再掲】　※事業№
700
休日・総合健診実
施の拡充

健診を休日に受けたい人やが
ん検診も同時に受けたい人が
利用しやすいよう、実施体制を
充実します。

①区民健康センターにおける日曜総合健診及
び委託医療機関１4か所で日曜健診を実施しま
した（うち11か所では、がん検診も実施）。
②休日に受診できる機会を多く提供します。
③引き続き、協力頂ける医療機関の拡充に努
めていきます。また、区民健康センター廃止後
は、新宿区医師会区民健康センターで実施予
定。

①新宿区医師会区民健康センターにおける日
曜総合健診及び委託医療機関13か所で日曜
健診を実施しました（うち10か所では、がん検
診も実施）。
②休日に受診できる機会を多く提供します。
③引き続き、協力頂ける医療機関の拡充に努
めていきます。なお、区民健康センター廃止後
は、新宿区医師会区民健康センターで実施し
ています。

・新宿区医師会区民健康セン
ター（医師会立診療所）の開設
（26年7月）に伴い、新宿区立区
民健康センターは26年6月末日
で廃止。

健康部
健康推
進課健
診係

P50

小目標②　精度の高いがん検診を実施します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

6000

精度管理向上事業 検診の精度を高めるため、検診
実施機関に対し、レントゲンの
二重読影や検体の取り扱い等
のチェック項目について自己評
価を促します。
また、区と医療機関、また医療
機関相互の連携をさらに強化
し、精密検査受診結果の把握
に努めます。

①要精密検査者のうち区に精検受診の報告が
なかった未報告者の、その後の受診の有無や
結果を把握するため、一次検診実施医療機関
に追跡調査をしました。
②がん検診精度の向上。
③25年度は子宮がんと乳がんの精密検診追跡
調査を行い、前年度より多くの精検受診者の情
報を把握することができました。26年度は全て
のがんについて追跡調査を実施する予定で
す。

①要精密検査者のうち区に精検受診の報告が
なかった未報告者の、その後の受診の有無や
結果を把握するため、一次検診実施医療機関
に追跡調査をしました。
②がん検診精度の向上。
③26年度は、実施している全てのがんの精密
検診追跡調査を行い、前年度より多くの精検受
診者の情報を把握することができ、伴って精検
受診率も向上しました。27年度も調査を継続す
ることで、結果の把握と受診率の向上に努めま
す。

健康部
健康推
進課健
診係

P50

小目標③　がんの早期治療を支援します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

6100

がんの早期治療の
支援

ホームページにがん診療連携
拠点病院等に関する情報など
を掲載し、がんの早期治療に関
する知識の普及啓発を行いま
す。

①昨年度立ち上げた在宅療養支援のＨＰ中の
がん診療連携拠点病院や相談窓口、がんの緩
和ケアに関する情報を適宜更新し、情報提供
を行いました。
③今後も適宜内容を更新し、引き続き情報提
供を図っていきます。

①在宅療養支援のＨＰ中のがん診療連携拠点
病院や相談窓口、がんの緩和ケアに関する情
報を適宜更新し、情報提供を行いました。
②引き続き、情報提供を行います。
③今後も適宜内容を更新し、引き続き情報提
供していきます。

健康部
健康推
進課健
康企画
係・在宅
療養支
援係

P50
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【中目標】がん患者とその家族の苦痛や不安の軽減と療養生活の質の向上をめざします

小目標①　がん患者の在宅緩和ケアの充実と療養生活の質の向上をめざします

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

6200

がん患者及び家族
のための支援講座

緩和ケアやがんの療養につい
て学びながら同じ健康不安や
辛さを抱える方と関わり、語りあ
う講座を行います。

①がん患者・家族のための支援講座（21人）
　10月17日：9人　　　1月15日：12人

③チラシや広報等により周知を行ったが、参加
者数が少なかったため、今後はチラシの配布
先を再度検討するなど、周知方法を工夫し、参
加者数を増やしていきます。

①がん患者、家族のための支援講座（26人）
　6月26日：21人　　　1月30日：5人

③参加者が少ないことに対し、チラシの配布
先、開催方法を検討して参加者を増やし、内容
的にも充実した講座を目指します。

健康部
健康推
進課
在宅療
養支援
係

P51

6300

がん患者の療養に
関する情報提供

広報紙やホームページを通し
て、緩和ケアをはじめとする在
宅療養に関する情報やがん診
療連携拠点病院等の「相談支
援センター」について情報の提
供を行います。

①昨年度立ち上げた在宅療養支援のＨＰを、
年度や掲載情報の変更に伴い更新し、情報提
供を行いました。

③今後も引き続き適宜内容を更新し、情報提
供を図っていきます。

①24年度に立ち上げた在宅療養支援のＨＰ
を、年度や掲載情報の変更に伴い更新し、情
報提供を行いました。また、在宅療養ハンドブッ
クに、がんに関する相談窓口やがんの緩和ケ
アについての内容を追記しました。
②「在宅療養ハンドブック」にがん患者の療養
に関する内容を追記します。
③今後も引き続き、適宜内容を更新し、情報提
供していきます。

健康部
健康推
進課健
康企画
係

P51
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小目標②　在宅療養に関する理解促進と相談体制の充実を図ります

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

6400

在宅療養に対する
理解促進

がん等の病気を持ちながら在
宅療養することについて考え、
その理解を深めるための地域
学習会を開催します。
また、在宅療養に関するハンド
ブックを作成・配布します。

①地域学習会（3回　90人）
　7月19日：22人　3月6日：53人　3月11日：15人
③地域見守り協力員連絡会（角筈、榎町、四谷
地区）に出向いて、在宅療養についての学習会
を開催しました。今後は高齢者地域見守り支え
合い連絡会に出向き、地域学習会を実施して
いきます。

①地域学習会（3回　145人）
　9月30日：47人　10月30日：31人　11月7日：67
人
高齢者見守り支え合い連絡会（高齢者総合相
談センター：落合第一・四谷・戸塚）で、「在宅療
養ハンドブック」を活用した学習会を実施しまし
た。
③今後は、計画的に高齢者見守り支え合い連
絡会で学習会を実施していきます。

健康部
健康推
進課
在宅療
養支援
係

P51

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

6500

在宅療養相談窓口 区民からの在宅療養に関する
相談を受けます。また、ケアマ
ネジャーや医療機関からの相
談を受け、支援、調整を行いま
す。

①在宅療養相談窓口　実数：193人　延数：294
人
　昨年度と同様、関係機関からの相談が約6割
を占め、相談方法も電話相談が約8割となって
います。相談内容は年々複雑化しており、調整
に時間がかかることが多くなっています。内容
を正確に把握するために、必要に応じてアセス
メント訪問を行っており、27件と昨年度に比べ
増えています。
③引き続き、区民、関係機関を対象に、医療・
看護・福祉の知識を活かしたスキルの高い対
応をしていきます。

①在宅療養相談窓口　実数：243人　延数：465
人
関係機関からの相談が、約７割を占め特に在
宅療養に関する制度やサービス内容について
の相談が多くなっています。また、医療面の相
談では病状相談が最も多く108人で、病状把握
のためのアセスメント訪問は、37人と昨年より
10人多くなっています。
③引き続き、区民、関係機関を対象に、医療・
看護・福祉の知識を活かしたスキルの高い対
応をしていきます。

健康部
健康推
進課
在宅療
養支援
係

P51
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【中目標】こころの健康づくりを支援します

小目標①　こころの病気について正しい知識を広めます

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

6600

精神保健講演会 専門家による講演会を開催し、
こころの健康に関する正しい知
識の普及啓発を行います。

①実施回数：14回、参加者延数：323名
（テーマ：うつ、睡眠障害、アルコール依存症、統合
失調症、発達障害、保健師向け家族アセスメント、
不安障害、若年性認知症（一般区民向け、支援者
向け）、統合失調症家族教室
②平成25年度の出席者の満足度「大変満足」「まあ
満足」の合計の割合は87％でした。平成26年度につ
いては、さらに満足度の向上を目指します。
③平成25年度の一般向け講演会の平均参加者数
は32名と、平成24年度の平均参加者数38名と比べ
下降したが、多岐に渡るテーマを取り上げ、様々な
疾患をもつ対象者に対し広くＰＲができました。今後
も時宜にあったテーマの講演会を開催するととも
に、周知に力を入れていきます。

①実施回数：14回、参加者延数：383名
（テーマ：うつ、睡眠障害、アルコール依存症、統合
失調症、発達障害、保健師向けアルコール依存症
インテーク、不安障害、支援者向けコミュニケーショ
ン法、若年性認知症、統合失調症家族教室）
②平成26年度の出席者の満足度「大変満足」「まあ
満足」の合計の割合は86％でした。引き続き、さらに
満足度の向上を目指していきます。
③平成26年度の一般向け講演会の平均参加者数
は37名と、平成25年度の平均参加者数32名と比べ
上昇しました。今後も引き続き、時宜に合ったテーマ
を取り上げるとともに、広報紙及びホームページへ
の掲載やチラシの配布等を行い、より幅広い層へ参
加を呼びかけていきます。

健康部
保健予
防課

P58

6700

健康教育の充実 ふれあいトーク宅配便をはじ
め、地域に出向き、区民を対象
に、こころの健康に関する情報
提供を行います。

①実施回数：12回、参加者延数：287名
「こころもからだも元気にするコツ」「高齢者のこころ
の健康」などについて、ふれあいトーク宅配便や湯
ゆう健康教育等で実施しました。
②引き続き、地域に出向いて健康教育を実施しま
す。
③区民等の要望に沿いながら、こころの健康に対す
る正しい知識や、社会資源の活用等について情報
提供していきます。

①実施回数：12回、参加者延数：349人
「こころと体を元気にさせる生活術」「こころの不調と
対応」などについて、ふれあいトーク宅配便や湯ゆう
健康教室等で実施しました。
②引き続き、地域に出向いて健康教育を実施しま
す。
③区民等の要望に沿いながら、こころの健康に対す
る正しい知識や、社会資源の活用等について情報
提供していきます。

健康部
四谷保
健セン
ター

P58

6800

若年層への普及啓
発

毎年1月の成人の日に開催され
る「はたちのつどい」において、
リーフレット等を配布し、こころ
の健康の大切さについて、普及
啓発を行います。

①「はたちのつどい」（171部）のほか、「若者支援イ
ベント」（200部）及び「若者のつどい」でも精神啓発
パンフレットを配布しました。
②引き続き若者の集客率の高い事業で配布しま
す。
③引き続き他部署と連携し、区のイベント等で積極
的にPRをしていきます。

①「はたちのつどい」（147部）、「若者のつどい」等、
若者の多く集まるイベント等で精神啓発パンフレット
を配布しました。また、区内若年層の自殺率の高さ
を受け、自殺総合対策会議若者支援対策専門部会
を立ち上げました。
②引き続き若者の集客率の高い事業でパンフレット
を配布します。また、会議において関係団体の連携
強化を図り、対策検討を行っていきます。
③引き続き他部署と連携し、区のイベント等で積極
的にPRをしていきます。

健康部
保健予
防課
健康部
健康推
進課

P58
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

6900

自殺対策強化月間
の取り組み

9月と3月の自殺対策強化月間
（東京都）に合わせ、自殺に関
する正しい知識や区の自殺対
策の取り組み等について普及
啓発を行います

①広報しんじゅく（9月5日号）にて、自殺対策の取組
や連携している支援機関の情報を周知しました。ま
た、こころの健康相談ポケットテッシュは、9月・3月
の月間に計34,000個を配付しました。（配布箇所：庁
内窓口、関係外部機関、区内大学、区内飲食店等）
26年2月1日には、若者支援イベントにて、支援団体
ディスカッション等を通じて支援方法等を周知啓発し
ました。
②ティッシュ等の配布やイベントの開催を通じ、区民
がこころの不調を抱えた際に悩むことなく相談窓口
へ辿りつけるよう、周知啓発を図ります。
③区の自殺者の傾向として、若年層の自殺死亡率
が高いため、引き続き若年層への対策を行っていき
ます。

①広報しんじゅく（9月5日号）にて、自殺対策の取組
や連携している支援機関の情報を周知しました。ま
た、こころの健康相談ポケットテッシュは、9月・3月
の月間に計34,000個を配布しました。（配布箇所：庁
内窓口、関係外部機関、区内大学、区内飲食店等）
さらに、区内図書館で自殺対策関連図書の展示を
行い、自殺予防に対する普及啓発を行いました。
②ティッシュ等の配布を通じ、区民がこころの不調を
抱えた際に悩むことなく相談窓口へ辿りつけるよう、
周知啓発を図ります。また、図書館での自殺対策関
連図書の展示を行うことで、より多くの区民への普
及啓発を図ります。
③区の自殺者の傾向として、若年層の自殺死亡率
が高いため、引き続き若年層への対策を行っていき
ます。

健康部
健康推
進課健
康企画
係

P58

小目標②　ストレスと上手に付き合うためのストレスマネジメントを促進します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

7000

ストレスマネジメント
講習会

仕事や子育てなどのストレスと
上手に付き合えるよう、ストレス
対処法を学ぶ講習会を開催し
ます。

①未実施
②26年度から働く世代向け及び子育て世代向けに
ストレスマネジメント講習会を実施します。
③実施に向け詳細を検討していきます。

①働く世代向け　　 実施回数：2回、参加延人数：73
人
　子育て世代向け　実施回数：48回、参加延人数：
899人
②各世代のライフスタイルに応じたストレスマネジメ
ント講習会を実施します。
③引き続き、こころの病気についての知識、ストレス
の原因や対処法、休養の確保等について普及啓発
を行っていきます。

健康部
四谷保
健セン
ター

P58

7100

60歳からのこころと
からだのメンテナン
ス講座

定年や子どもの独立、生活習
慣病の悪化など、生活環境や
体調が大きく変わる時期でもあ
る60歳代を対象に、こころとか
らだの健康管理を学ぶ講座を
開催します。

①実施回数14回実施。受講者数延192人
（内訳：落合保健センター76人、牛込保健センター54
人、西新宿保健センター16人、四谷保健センター46
人）
②60歳前後の心と身体の特徴を知り、年代に合っ
た健康づくりに取り組むことができるよう支援してい
きます。
③男性や50代の働く世代の参加を促すため、開催
日数や開催曜日を工夫して行います。

①実施回数10回実施。受講者数延132人
（内訳：牛込保健センター62人、四谷保健センター30
人、東新宿保健センター14人、落合保健センター26
人）
②60歳前後の心と身体の特徴を知り、年代に合っ
た健康づくりに取り組むことができるよう支援してい
きます。
③働く世代の参加を促すため、開催日数や開催曜
日を工夫して実施します。

健康部
東新宿
保健セン
ター

P58
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

7200

介護者講座・家族
会

高齢者を介護している家族及び
介護の経験のある家族を対象
に、介護者講座及び家族会を
開催し、介護者相互の交流を深
めるとともに、支援していきま
す。

①25年度参加人数：479人
②26年度目標参加人数：510人
③今後の課題、方針、改善等
　26年度中に、4か所の高齢者総合相談センター
（四谷、若松町、大久保、落合第二）管轄地域内に
新規の家族会を立ち上げ、9所の高齢者総合相談
センター管轄ごとに家族会を設置します。また、ボラ
ンティアの養成研修を行い、家族会を運営する担い
手の育成とともに、家族会の継続と充実を図りま
す。
さらに、介護者講座は、特別養護老人ホームの見
学会他9回の介護に有益な講座を開催します。今後
は、高齢者総合相談センターと家族会の連携と、介
護者講座の内容の充実を継続して検討し、開催しま
す。

①26年度参加人数：602人
②27年度目標参加人数：600人
③今後の課題、方針、改善等
○介護者講座…介護者のニーズに沿った内容・
テーマにするとともに、座学だけではなく社会参加
型や体験型の開催方法を取り入れる等の工夫をす
ることで、参加者数の増加を目指します。
○家族会…地域型高齢者総合相談センターとボラ
ンティアが連携し、家族会の運営を支援することで、
参加者数の増加を目指します。

○新宿区高齢者保健福祉計画・
第6期介護保険事業計画に合わ
せ、「事業名」を「家族介護者教
室・交流会」から変更し、「介護者
講座・家族会」とします。

○「主な事業内容」を、新宿区高
齢者保健福祉計画・第6期介護
保険事業計画の当該「事業概
要」に合わせます。

福祉部
高齢者
福祉課
高齢者
相談係

P58

7300

家族介護者への
サービス情報の提
供

介護負担や不安が軽減される
よう、保健師による地区活動の
中で、高齢者総合相談センター
等の関係機関と連携し、精神・
心身障害・難病等の介護をして
いる家族へ介護サービスに関
する情報を提供します。

①延2,571人（精神、心身障害、難病等の家族（同
居・別居）、親族で、家庭訪問、電話相談、面接相
談、その他の相談）
②介護サービスの情報が、タイムリーに介護家族に
提供出来るようにしていきます。
③引き続き、関係機関と連携をとりながら、保健師
の地区活動の中で、介護家族の介護負担や不安が
軽減するように介護サービスに関する情報を提供し
ていきます。

①延3,142人（精神、心身障害、難病等の家族（同
居・別居）、親族で、家庭訪問、電話相談、面接相
談、その他の相談）
②介護サービスの情報が、タイムリーに介護家族に
提供出来るようにしていきます。
③引き続き、関係機関と連携をとりながら、保健師
の地区活動の中で、介護家族の介護負担や不安が
軽減するように介護サービスに関する情報を提供し
ていきます。

健康部
四谷保
健セン
ター

P58

7400

子育てサービス情
報の提供

育児負担や不安が軽減される
よう、「乳幼児健診」や「すくすく
赤ちゃん訪問事業」（生後４か
月以内の赤ちゃんのいる家庭
を助産師・保健師が訪問）、「は
じめまして赤ちゃん応援教室」
などの母子保健事業を通して、
子育て情報を提供します。

①「乳幼児健診」の集団指導や「すくすく赤ちゃん訪
問事業」の子育て地域医療ハンドブックを配付し、
「はじめまして赤ちゃん応援教室」のグループワーク
を通じて、子育てサービス情報を提供しました。
　3,4か月児健診：2,283人
　すくすく赤ちゃん訪問事業：2,230人
　はじめまして赤ちゃん応援教室：960人
②子育てサービス情報の提供により区民が安心し
て楽しく子育てができるようにします。
③引き続き子育てサービス情報の提供を行います。

①「乳幼児健診」の集団指導や「すくすく赤ちゃん訪
問事業」の子育て地域医療ハンドブックの配付し、
「はじめまして赤ちゃん応援教室」のグループワーク
を通じて、子育てサービス情報を提供しました。
　3,4か月児健診：2,348人
　すくすく赤ちゃん訪問事業：2,288人
　はじめまして赤ちゃん応援教室：899人
②子育てサービス情報の提供により区民が安心し
て楽しく子育てができるようにします。
③引き続き子育てサービス情報の提供を行います。

健康部
牛込保
健セン
ター

P58
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小目標③　ストレスを軽減するために、休養の確保の重要性について普及啓発します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

7500

睡眠に関する普及
啓発

健診票送付時に、睡眠の重要
性に関する情報を含めたうつ予
防のリーフレットを同封します。

①リーフレットを80,000部作成・配布したほか、睡眠
に関する講演会を実施しました（参加者16名）。
②③リーフレットの中身を精査し、睡眠に関する情
報をより充実させた内容としていきます。

①リーフレットを80,000部作成・配布したほか、睡眠
に関する講演会を実施しました（参加者57名）。
②③平成27年度中にリーフレットの中身を精査し、
睡眠に関する情報をより充実させた内容とします。

健康部
保健予
防課

P59

7700

【再掲】※事業№
1700
元気館事業

健康増進事業（コース型・フリー
型運動プログラム）及び地域に
おける健康づくり活動支援（体
育館等の施設貸出）、高齢者筋
力向上事業（運動機能トレーニ
ング）を実施し、区民の健康増
進を図ります。

①スタジオプログラム参加者数：56,515人
　トレーニングルーム参加者数：16,919人
②元気館利用者の満足度を高めるよう努めていき
ます。
③利用者アンケート等により、更に満足度の高いメ
ニューを提供していきます。

①スタジオプログラム参加者数　55,360人
　トレーニングルーム参加者数　16,947人
②元気館利用者の満足度を高めるよう努めていき
ます。
③利用者アンケート等により、更に満足度の高いメ
ニューを提供していきます。

健康部
健康推
進課健
康事業
係

P59

（1）レッスンプログラム（レガス健康づくり事業）
①延参加者数：51,510人
②延参加者数：46,600人
③より多くの区民に受講機会を提供するため、主た
る会場である新宿コズミックセンター以外での講座
開催数の増加を図ります。

（2）地域の団体や個人の指導者による学習講座
（区民プロデュース事業）
①支援団体数：46団体
②支援団体数：56団体
③今後、新たなジャンルの講座等を区民に提供す
るため、新たな団体の発掘と支援に努めます。

(3)生涯学習施設の貸出(生涯学習館の運営）
①延利用者数：266,804人
②延利用者数：253,847人
③区民に対し、安定した生涯学習機会を提供するた
め施設・設備の維持・管理に努めます。また、活動
団体の高齢化・少人数化に対応するため、団体情
報の周知強化により、会員数の増加及び活動の活
性化支援を行います。

(4)学校開放事業(学校施設活用事業)
①延べ利用件数：24,511件
②延べ利用件数：17,489件
③地域コミュニティの醸成に繋がるよう、施設利用
団体の相互交流の促進を図ります。

エアロビクス、ヨーガ等の身体
を動かすレッスンプログラム、
地域の団体や個人の指導者に
よる学習講座、生涯学習施設
の貸出や学校開放事業等、健
康でいきいきとした生活を送る
ための生涯学習活動の場を提
供します。

生涯学習事業（運
動や学習活動）

7600

P59新宿未
来創造
財団

(1)レッスンプログラム（レガス健康づくり事業）
①延参加者数：50,568人
②延参加者数：50,000人
③より多くの区民に受講機会を提供するため、主た
る会場である新宿コズミックセンター以外での講座
開催数の増加を図ります。

(2）地域の団体や個人の指導者による学習講座（区
民プロデュース事業）
①支援事業数：44事業
②支援団体数：38団体
③幅広いテーマの事業の開催に向け、新たな団体
の発掘とそのための事業周知を行います。

(3)生涯学習施設の貸出(生涯学習館の運営）
①延利用者数：267,355人
②延利用者数：280,000人
③区民に対し、安定した生涯学習機会を提供するた
め施設・設備の維持・管理に努めます。また、活動
団体の高齢化・少人数化に対応するため、団体情
報の周知強化により、会員数の増加及び活動の活
性化支援を行います。

(4)学校開放事業(学校施設活用事業)
①延べ利用人数：353,551人
②延べ利用人数：360,000人
③地域コミュニティの醸成に繋がるよう、施設利用
団体の相互交流の促進を図ります。
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

7800

★事業者に対する
こころの健康づくり
の促進（ワーク・ラ
イフ・バランスの推
進）

事業者に対するワーク・ライフ・
バランスを推進し、働きやすい
職場環境づくりを進めるための
セミナー等を実施します。
またワーク・ライフ・バランスを
推進したい企業にコンサルタン
トを派遣します。
さらにワーク・ライフ・バランスな
ど働きやすい職場づくりに取り
組んでいる区内企業を、企業か
らの申請に基づき、「ワーク・ラ
イフ・バランス推進企業」として
認定します。

ワーク・ライフ・バランスセミナーについて
①年3回
②各年度3回
③引き続き実施します。

コンサルタント派遣について
①年30回
②年60回
③引き続き実施します。

ワーク・ライフ・バランス推進企業認定制度
①年1社
②各年度10社
③コンサルティングを実施した企業を中心に、推進
宣言企業から推進企業認定へのステップアップを進
めていきます。また、新たに協働事業提案制度で採
択された「働きやすい職場づくりの情報発信事業」を
活用し、企業のワーク・ライフ・バランスの取組みを
促進します。

ワーク・ライフ・バランスセミナーについて
①年3回
②各年度3回
③引き続き実施します。

コンサルタント派遣について
①年14回
②年60回
③引き続き実施します。

ワーク・ライフ・バランス推進企業認定制度
①年5社
②各年度10社
③協働提案事業「働きやすい職場づくりの情報発信
事業」により、事業者の取組み好事例に関する情報
提供を行うことで、企業のワーク・ライフ・バランスの
取組みを促進します。引き続き、推進宣言企業から
推進企業認定へのステップアップを進めていきま
す。

子ども家
庭部
男女共
同参画
課

P59

【中目標】うつ等こころの不調への気づきや早期相談・早期治療を支援します

小目標①　こころの健康度に関する自己診断力の向上をめざします

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

7900

【再掲】※事業№
6600
精神保健講演会

専門家による講演会を開催し、
こころの健康に関する正しい知
識の普及啓発を行います。

①実施回数：14回　参加者延数：323名
（テーマ：うつ、睡眠障害、アルコール依存症、統合
失調症、発達障害、保健師向け家族アセスメント、
不安障害、若年性認知症（一般区民向け、支援者
向け）、統合失調症家族教室
②25年度の出席者の満足度「大変満足」「まあ満
足」の合計の割合は87％でした。26年度について
は、さらに満足度の向上を目指します。
③25年度の一般向け講演会の平均参加者数は32
名と、24年度の平均参加者数38名と比べ下降した
が、多岐に渡るテーマを取り上げ、様々な疾患をも
つ対象者に対し広くＰＲができました。今後も時宜に
あったテーマの講演会を開催するとともに、周知に
力を入れていきます。

①実施回数：14回、参加者延数：383名
（テーマ：うつ、睡眠障害、アルコール依存症、統合
失調症、発達障害、保健師向けアルコール依存症
インテーク、不安障害、支援者向けコミュニケーショ
ン法、若年性認知症、統合失調症家族教室）
②平成26年度の出席者の満足度「大変満足」「まあ
満足」の合計の割合は86％でした。引き続き、さらに
満足度の向上を目指していきます。
③平成26年度の一般向け講演会の平均参加者数
は37名と、平成25年度の平均参加者数32名と比べ
上昇しました。今後も引き続き、様々なテーマを取り
上げるとともに、広報紙及びホームページへの掲載
やチラシの配布等を行い、より幅広い層へ参加を呼
びかけていきます。

健康部
保健予
防課

P60

8000

ホームページの充
実

ホームページにこころの健康
チェックリストを掲載したり、関
連ホームページへリンクするな
ど、自己チェックが行えるような
環境整備を行います。

①24年度に引き続きホームページに『こころの健康
チェックリスト』を掲載します。
②③より分かりやすい内容となるよう、情報を充実さ
せます。
　また、周知状況把握の手段として、25年度よりアク
セス数の実績を把握し、よりアクセス数が伸びるよ
う、リンクを増やすなど工夫をする。

①引き続き、ホームページに『こころの健康チェック
リスト』を掲載しています。
②③該当ページの26年度アクセス数は、合計380件
であり、25年度の281件を上回っています。引き続
き、分かりやすくアクセスしやすいホームページを作
成し、自己チェックを気軽に行える環境を整備してい
きます。

健康部
保健予
防課

P60
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小目標②　身近な人の気づき・声かけ・つなぎ・見守りを促進します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

8100

ゲートキーパー養
成講座

自殺予防のために、身近な人
がゲートキーパー（悩んでいる
人に気づき、声をかけ、話を聞
いて、必要な支援につなげ、見
守る人）となれるよう、養成を行
います。

①区民や関係機関職員を対象として、ゲートキー
パー養成講座を行い、自殺対策への理解を深める
とともに、こころの不調を抱えた人への対応力の向
上を図りました。また区職員対象の主任主事昇任
時研修のカリキュラムに自殺対策を組み込み、自殺
対策への理解の促進を図りました。
②講座受講者が、新宿区の自殺の現状を把握し、
こころの不調を抱えた人に気づいた際に、話を聞
き、適切な相談窓口へ導けるようにします。
③当初の目標であるゲートキーパー養成人数1,500
人を、平成25年度末時点で達成しました。今後は養
成講座を受けた者のレベルアップが図れるよう検討
していきます。

①区民や関係機関職員を対象として、ゲートキー
パー養成講座を行い、自殺対策への理解を深める
とともに、こころの不調を抱えた人への対応力の向
上を図りました。また区職員対象の主任主事昇任
時研修のカリキュラムに自殺対策を組み込み、自殺
対策への理解の促進を図りました。
②講座受講者が、新宿区の自殺の現状を把握し、
こころの不調を抱えた人に気づいた際に、話を聞
き、適切な相談窓口へ導けるようにします。
③当初の目標であるゲートキーパー養成人数1,500
人を、平成25年度末時点で達成したため、今後は
養成講座を受けた者のレベルアップが図れるよう検
討していきます。また、関係職員だけでなく、職員全
体の対応力向上のため、新任職員への理解の促進
を図ります。

健康部
健康推
進課健
康企画
係

P60

8200

各種情報提供 困った時、悩んだ時に、一人で
抱え込まずに相談窓口につな
がることができるように、「困り
ごと・悩みごと相談窓口一覧」
の改訂版を毎年作成し、関係機
関を含め、広く配布します。
　また遺族向けに、「大切な方を
亡くされた方へ」のリーフレット
を作成し、配布します。

①『困りごと・悩みごと相談窓口一覧』は９月に5,000
部、『大切な人を亡くされた方へ』は12月に3,000部
を作成し、庁内窓口や外部関係機関へ配布し、区
民への周知を依頼しました。
②困りごとや悩みごとを抱えた人や自死遺族が相
談や支援を受ける際に、常に適切な相談窓口等を
知ることができるようにします。
③支援を必要とする人が迷うことなく相談機関へつ
ながるように、掲載情報を精査し、今後さらに内容
の充実を図ります。

①『困りごと・悩みごと相談窓口一覧』は7,000部、
『大切な人を亡くされた方へ』は3,000部を作成し、庁
内窓口や外部関係機関へ配布し、区民への周知を
依頼しました。
②困りごとや悩みごとを抱えた人や自死遺族が相
談や支援を受ける際に、常に適切な相談窓口等を
知ることができるようにします。
③支援を必要とする人が迷うことなく相談機関へつ
ながるように、掲載情報を精査し、今後さらに内容
の充実を図ります。また、若年層の自殺率が高いこ
とから、若年層に向けた情報提供に力を入れていき
ます。

健康部
健康推
進課健
康企画
係

P60

8300

普及啓発リーフレッ
トの作成

10歳代のこころの病気の早期
発見につながるようリーフレット
を作成し、予防接種票等の個別
送付時に同封するなど、普及啓
発を行います。

①教育委員会や学校サイドからの意見や協力を得
ることで、10代向け及びその保護者に向けての啓発
パンフレットと啓発リーフレットを作成しました。各
2,000部印刷し、区立中学1年生及びその保護者、
区内事業所や精神障害者の家族会等の関係機関
に配布しました。
②引き続き実施していきます。
③家族会や障団連等、学校以外にも広くＰＲしてい
きます。

①10歳代向け及びその保護者に向けての啓発パン
フレットと啓発リーフレットを、各2,000部作成し、区
立中学1年生及びその保護者、区内事業所や精神
障害者の家族会等の関係機関に配布しました。ま
た、パンフレットはホームページにも掲載し、誰でも
閲覧できるようにしています。
②引き続き実施していきます。
③学校以外にも、児童館等を含め、広くＰＲしていき
ます。

健康部
保健予
防課

P60

こころの健康　事業実績　 30/52



小目標③　身近で気軽に相談できる環境を整備します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

8400

保健師による健康
相談

こころの不調に悩んでいる方に
対し、保健師による個別相談を
通して、必要な助言や支援等を
行います。

①保健師による相談（こころの健康づくりについて実
施した家庭訪問、面接相談、電話相談、その他の相
談）　相談者数延：825人
②健康相談を利用することで、こころの健康の保持
及び向上と、早期発見、早期治療につながるように
していきます。
③引き続き、区民にとって身近に相談出来る相談窓
口として周知していきます。

①保健師による相談（こころの健康づくりについて実
施した家庭訪問、面接相談、電話相談、その他の相
談）　相談者数延：793人
②健康相談を利用することで、こころの健康の保持
及び向上と、早期発見、早期治療につながるように
していきます。
③区民にとって身近に相談出来る相談窓口である
ことを広報、町会掲示板、地域センターまつり等で
周知していきます。

健康部
四谷保
健セン
ター

P61

8500

精神保健福祉相談
（うつ専門相談含
む）

こころの不調に関して、精神科
医が相談、助言を行います。

①一般精神保健相談（うつ専門相談、専門医による
訪問指導含む）：73回   相談数：延130人
②専門医による相談（訪問を含む）を利用すること
で、疾病の早期発見、早期治療につながるようにし
ていきます。
③引き続き、区民にとって身近に相談出来る相談窓
口として周知していきます。

①一般精神保健相談（うつ専門相談、専門医による
訪問指導含む）：69回   相談数：延132人
②専門医による相談（訪問を含む）を利用すること
で、疾病の早期発見、早期治療につながるようにし
ていきます。
③引き続き、区民にとって身近に相談出来る相談窓
口であることを広報等で周知していきます。

健康部
四谷保
健セン
ター

P61

8600

産後うつの相談 乳幼児健診時等にエジンバラ
産後うつ病自己評価票※を用
いたスクリーニングテストを行
い、産後の精神保健相談を行
います。

①3、4か月児健診　EPDS実施数：2,283人 個別相
談数：219人
1歳6か月児歯科健診　EPDS実施数：1,644人 個別
相談数：124人
②育児不安やうつ傾向が強い方に対して、専門相
談や子育てサービスにつなげる支援を行いま。
③26年度からの3、4か月児健診体制変更による相
談体制のあり方について検討します。

①3、4か月児健診　EPDS実施数：2,340人 個別相
談数：219人
1歳6か月児歯科健診　EPDS実施数：1,808人 個別
相談数：114人
②育児不安やうつ傾向が強い方に対して、専門相
談や子育てサービスにつなげる支援を行います。
③26年度から新たに3、4か月児健診及び育児相談
の体制を整えました。

健康部
牛込保
健セン
ター

P61

8700

親と子の相談室 子育ての疲れや精神的な問題
に、親と子が抱える悩みについ
て精神科医やカウンセラーが相
談、助言を行います。

①開催回数：12回、相談者数：延45人
②育児不安の解消及び乳幼児虐待の未然防止・早
期発見を図ります。
③母親のメンタルヘルスは、夫や子どもの状況や支
援体制など様々な要因が関係しているため、必要に
応じて関係機関と連携して支援していくことが必要
です。

①開催回数：12回、相談者数：延48人
②育児不安の解消及び乳幼児虐待の未然防止・早
期発見を図ります。
③健診時や保健師地区活動の中で、アセスメントを
行い相談につなげるべき人を確実につなげていくよ
う支援します。

健康部
東新宿
保健セン
ター

P61
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

8800

こころの健康ホット
ライン

区民がこころの病気の対応に
ついて、より相談しやすいよう
に、こころの健康相談専用電話
を設置します。

①26年度予算の新規事業調書を作成し財政課に提
出しましたが、予算化するには至りませんでした。
②事業内容を再検討する必要があります。
③事業内容を再検討する必要があります。

①27年度も予算要求しましたが予算化するには至
らなかったため、新たな実施方法の検討を行いまし
た。
②保健センターがこころの病気について気軽に相談
できる場所であることの情報を広く提供していきま
す。
③広報掲載や町会掲示板へのポスター掲示、地域
センターまつり等で周知していきます。

健康部
落合保
健セン
ター
四谷保
健セン
ター

P61

8900

教育相談室 区内の幼児・児童・生徒の知
能、学業、性格、行動、心身の
健康、
進路の適性等の問題について
相談を受け付けます。

①・面接相談：243件
　 ・電話相談：165件
　 ・リーフレットの配布：17,000部（学校、区関係施
設）

①・面接相談：212件
　 ・電話相談：145件
　 ・リーフレットの配布：17,000部（学校、区関係施
設）

教育委
員会
教育支
援課

P61

9000

スクールカウンセ
ラーの派遣

児童・生徒や保護者とのカウン
セリング、教師への助言、専門
機関との連携などを行うために
スクールカウンセラーを各学校
へ派遣します。

①・小学校への派遣：1～2回／週
　 ・中学校への派遣：2回／週
②全小・中学校に週1～2日程度の派遣
③・児童・生徒及び保護者への情報発信及び啓発
を行います。
 ・関係諸機関との連携による問題の未然防止と啓
発を行います。

①・小学校への派遣：1～2回／週
　 ・中学校への派遣：2回／週
②全小・中学校に週1～2日程度の派遣
③・児童・生徒及び保護者への情報発信及び啓発
を行います。
 ・関係諸機関との連携による問題の未然防止と啓
発を行います。

教育委
員会
教育支
援課

P61

9100

★子ども・若者総合
相談窓口

子どもや若者の様々な悩みに
応える総合相談窓口を平成24
年度から開設します。

①子ども・若者に係る相談に応じている区内の既存
の相談機関15所を子ども・若者総合相談窓口として
整備し、相談実績は次のとおりです。
来所相談：223件
電話相談：184件

③子ども・若者の抱える課題に対して、切れ目のな
い細やかな支援を行うために、今後も各相談機関で
連携を深めるとともに、相談窓口をさらに周知しま
す。

①子ども・若者に係る相談に応じている区内の既存
の相談機関15所を子ども・若者総合相談窓口として
整備し、相談実績は次のとおりです。
来所相談：179件
電話相談：270件

③子ども・若者の抱える課題に対して、切れ目のな
い細やかな支援を行うために、今後も各相談機関で
連携を深めるとともに、相談窓口についてリーフレッ
トを配布するなど周知していきます。

子ども家
庭部
子ども家
庭課

P61
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【中目標】こころの病気の早期回復と社会復帰、そして再発防止を支援します

小目標①　こころの健康づくりと社会復帰に向けて、地域との連携・協力を進めます

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

9200

働く人のメンタルヘ
ルス事業
・ぷれリワーク（復
職）講座
・個別相談

うつ病等の病気を持ちながら就
労継続できるよう、当事者向け
の講座を開催するとともに、家
族や職場関係者も含めた個別
相談を行います。

①・ぷれリワーク講座
　　実施回数年2回 参加者実数18名 参加者延数49
名
　・フォローアップ講座
　　実施回数年2回 参加者実数8名 参加者延数8名
　・個別相談
　　実施回数年12回 参加者実数15名 参加者延数
18名
②③平成25年度末で事業終了

①②③平成25年度末で事業終了 【25年度末で事業終了】
・本事業の「ぷれリワーク講座」お
よび「フォローアップ講座」は、リ
ワークプログラム利用の前段の
講座であり、参加者の半数が就
労支援施設などに繋がっていま
す。また、参加者の満足度も高
かったことから一定の成果は得ら
れたと考えます。
・25年度末に新宿区働く人のメン
タルヘルス事業のうち、ぷれリ
ワーク講座・フォローアップ講座、
メンタルヘルス個別相談を終了と
しました。

健康部
保健予
防課

P62

9300

働く人のメンタルヘ
ルスネットワーク連
絡会

連絡会での情報共有や情報交
換を通し、区内精神科医療機
関、地域産業保健センター、ハ
ローワークをはじめとする医療
機関や就労機関等の相互の連
携を深め、うつ病当事者が病気
を持ちながらも就労継続できる
よう、地域全体での総合的な支
援を進めていきます。

①年2回実施
②③区内には就労や復職に関して支援する医療機
関や民間事業者が増えてきていることから、引き続
き、情報共有・交換、課題の検討などを行うと共に、
関係機関にとって使いやすい冊子の作成・発行を行
います。

①年2回実施
②③関係機関向け就労・復職支援冊子について、
内容の見直しを行うとともに、掲載事業所を増やし
ました。また、関係機関との情報交換等を行い、精
神障害者の就労についての現状把握に努めまし
た。

健康部
保健予
防課

P62
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小目標②　こころの病気を持つ人や家族の安定した療養生活を支援します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

9400

デイケア スポーツ、料理、創作活動、園
芸等、様々なプログラム参加を
通じて、生活習慣や対人関係を
改善し、社会復帰のきっかけと
なる場を提供します。

①開催回数：199回　参加者数延：1,227人
②プログラムを通じて、今後も生活習慣や対人関係
の改善等社会復帰となるよう実施していきます。
③自立に向けての参加者に合ったプログラム提供
をしていきます。

①開催回数：150回　参加者数延：1,001人
②プログラムを通じて、今後も生活習慣や対人関係
の改善等社会復帰となるよう実施していきます。
③自立に向けて参加者に合ったプログラム提供をし
ていきます。

平成25年度までは4所、平成26年
度からは3所で実施しました。

健康部
四谷保
健セン
ター

P62

9500

家族教室・ＯＢ会 統合失調症の家族が疾病や対
応方法を理解したり、社会資源
の情報を得たりすることを目的
とした教室です。
プログラムに当事者や家族（参
加者も含む）が発言する場を多
く設けることで、経験を活かした
り、他者の体験を通じて今後の
対応を考えたりするための一助
としていきます。

①・家族教室
　　実施回数：1回（5日制）、参加者実数：17人　参加
者延べ人数：66人
・トライアード（ＯＢ会）
　 実施回数：4回、参加者実数：16人、参加者延数：
35人
　新たな家族教室からの参加者はありませんでし
た。
・家族教室出席者の満足度
    「大変満足」「まあ満足」が88%と目標値を超え
た。
②参加者の増加と出席者の満足度を引き続き80%
以上とします。
③引き続き参加しやすい会場の設定や内容等を家
族会参加者の意見等も取り入れ、工夫することで、
参加者の増加を図ります。また、家族教室からトラ
イアードへの新規参加者の増加を図ります。

①・家族教室
　　実施回数：1回（5日制）、参加者実数：16人　参加
者延べ人数：63人
・トライアード（ＯＢ会）
　 実施回数：4回、参加者実数：17人、参加者延数：
38人
　新たな家族教室からの参加者は6人。
・家族教室出席者の満足度
    「大変満足」「まあ満足」が90%と目標値を超えま
した。
②参加者の増加と出席者の満足度を引き続き80%
以上とします。
③引き続き参加しやすい会場の設定や内容等を家
族会参加者の意見等も取り入れ、工夫することで、
参加者の増加を図ります。また、家族教室からトラ
イアードへの新規参加者の増加を図ります。

健康部
保健予
防課
四谷保
健セン
ター

P62
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【中目標】女性の健康に関する拠点施設を整備し、正しい知識の普及を図ります

小目標①　女性の健康に関する拠点施設を整備します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

9600

★情報拠点施設の
整備
四谷保健福祉施
設・清掃センターの
建設及び開設

だれもが気軽に女性の健康に
関する情報を得られるように、
「（仮称）女性の健康支援セン
ター」（平成25年度開設予定）を
整備します。
センターには、体験コーナー・
情報コーナーを設置します。
体験コーナーでは、乳がん触知
体験や乳がん自己検診法のビ
デオ視聴ができたり、簡単な自
己測定器でからだのチェックが
できるようにします。
また情報コーナーでは、パネル
展示やイベント情報の紹介、参
考図書の閲覧ができるようにし
ます。
なお、各種情報の案内や関係
機関などを紹介するため、ナビ
相談員を配置します。

①②26年2月24日に四谷保健センター内に、女
性の健康支援センターを開設しました。
　女性の健康支援センターに、体組成・血圧・
血管年齢・肌年齢・ストレスがチェックできる健
康測定機器や乳がん触知モデルを設置しまし
た。また、女性の健康に関する情報が得られる
よう、図書・ＤＶＤやインターネット端末を設置す
るなど体験・測定・情報コーナーを整備しまし
た。さらに、健康情報の提供や医療機関等の
紹介、健康相談等ができる健康ナビ相談員を
配置しました。
③より多くの区民が当センターを知り利用する
ことで健康づくりができるよう、女性の健康支援
センターの周知を図ります。そのために、 広
報、ＨＰをはじめ事業実施時等さまざまな機会
や、全出張所（10か所）単位で説明するなど、
女性の健康支援センターについて区民に周知
します。

①女性の健康支援センターを開設し1年が経過
し、26年度の利用者数は1,402人で、満足度は
98.9％でした。センターの認知度は、開設後約6
か月後に実施した区政モニターアンケート上
14.1％でした。
周知のひとつとして、全出張所（10か所）単位
の地区町連で女性の健康支援センターについ
て説明しました。
②センター利用者数1,500名、満足度80％以上
を維持するとともに、認知度15％を目指しま
す。
③健康づくりの拠点として、センターをより多く
の区民に周知し利用者を増加させ、健康づくり
に取り組むきっかけとなるようにします。そのた
めに、広報、HPをはじめ事業実施時等さまざま
な機会に周知するとともに、民生・児童委員協
議会10か所に出向き、女性の健康支援セン
ターについて説明します。

健康部
四谷保
健セン
ター

P71

小目標②　ライフサイクルに応じた女性の健康管理に関する正しい知識の普及を図ります

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

9700

★ホームページの
充実

平成25年度開設に伴い、「（仮
称）女性の健康支援センター」
の関連事業をはじめ、女性の健
康支援に関する情報を充実し
ていきます。
平成26年度からは、女性特有
の「がん」、ライフサイクルに応
じた女性の健康情報、女性の
健康を支援する関係団体を紹
介するページ等を順次追加して
いきます。

①女性の健康支援センターの紹介や女性の健
康セミナー開催など事業に関する情報をホー
ムページに掲載しました。
②区民に、女性の健康づくりに関する基礎知識
を得てもらうため、女性特有の病気や健康課
題、対処方法や健康づくりに関する保健・医療
情報を掲載します。
③アクセスしやすい環境をつくるため、区政情
報課と連携しながらページを掲載していきま
す。具体的には、現在「健康づくり」の中に女性
の健康が掲載されていますが、「女性の健康づ
くり」としてカテゴリーを独立させます。

①女性の健康づくりとしてカテゴリーを独立さ
せ、女性の健康支援センター及び、事業内容
の詳細を掲載する他、女性の健康についての
基礎知識や、女性の健康講座、講義型の講師
による健康コラムを掲載しました。平成29年度
までにコンテンツ数6にするところ、すでに10の
コンテンツにしました。
②コンテンツ数は10で維持し、内容の充実を図
ります。
③さらに、多くの区民に女性の健康づくりに関
する正しい知識の普及とセンター及び事業の
利用者の増加に向け、内容の充実を図ります。

健康部
四谷保
健セン
ター

P72
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

9800

★啓発教材の配布 区オリジナルの「女性の健康手
帳」に、「（仮称）女性の健康支
援センター」の関連情報を追加
するなど、さらに内容を充実し
ていきます。
また、世代に合わせた効果的な
啓発教材をイベント等で配布し
ていきます。

①区オリジナルの「女性の健康手帳」を１万部
発行し、女性特有のがん検診票に同封して送
付しました。また、女性の健康支援センターで
の配布、女性の健康セミナーや健康週間イベ
ント、及び地域まつり等さまざまな機会を捉え
配布しました。
②女性の健康支援センター開所に伴いセン
ターの情報も掲載するとともに、啓発拡充のた
め13,000部発行します。
③今後は、教材が効果的に利用してもらえるよ
うに掲載内容や活用方法等の検討をします。

①「女性のための健康手帳」を13,000部作成
し、女性特有のがん検診票に同封して送付しま
した。また、女性の健康支援センターでの配
布、女性の健康セミナーや健康週間イベント、
及び地域まつり等さまざまな機会を捉え配布し
ました。その他、女性の健康課題を記載した女
性の健康支援センターの周知用リーフレットを
10,000部作成し関係機関や事業実施時に配布
し、また区政モニターアンケート時に同封をしま
した。
②引き続き、「女性のための健康手帳」を
13,000部、センターのリーフレットを10,000部作
成し、配布します。
③現行の「女性のための健康手帳」は4年目と
なり、啓発教材としてより充実した内容にする
ため、女性の健康支援ネットワーク連絡会で検
討します。

健康部
四谷保
健セン
ター

P72

9900

★女性の健康イベ
ント

女性の健康週間など、「（仮称）
女性の健康支援センター」を中
心に、女性の健康イベントを実
施していきます。

①26年3月8日に、女性の健康支援センターの
オープニングと合わせ、健康週間イベントを実
施しました。女性の元オリンピック選手の基調
講演、乳がんセミナー、ヨガ、涙活、豆腐作り、
からだのケンサ体験パークなどさまざまなコン
テンツで実施し、409名の参加がありました。
②26年度も、女性の健康週間に実施します。
③女性の健康支援センターの周知と健康づくり
のきっかけをつくることを目的としたイベントを
実施します。

①27年3月7日にイベントを開催し、悪天候なが
ら309名の参加がありました。乳がん体験者で
ある女性タレントの特別講演をはじめ、睡眠セ
ミナー、ラジオ体操、スポーツアロママッサー
ジ、からだのケンサ体験パークなど女性が関心
を持ち健康づくりに役立つ内容で実施し参加者
の満足度も87％と高いものでした。
②27年度も女性の健康週間に合わせ、3月5日
に開催します。
③引き続き、女性の健康支援センターの認知
度の向上と健康づくりのきっかけをつくることを
目的とした内容で実施します。

健康部
四谷保
健セン
ター
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【中目標】女性の健康を支える活動を推進します

小目標①　女性の健康について相談する場や学習する場の充実を図ります

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

10000

★女性の健康相談 各保健センターの健康相談日
に、女性の健康に関する相談を
実施します。
必要に応じて、より専門的な相
談窓口やがん検診の紹介、ま
た乳がん自己触診法の指導を
行います。

①骨粗しょう症予防検診時に実施する女性の
健康相談において保健師・栄養士・歯科衛生
士が対応した相談者数は、4カ所の保健セン
ターの合計で54回595名でした。
②引続き保健センターの骨粗しょう症予防検診
時に女性の健康相談実施します。また、女性の
健康支援センターにおいて、随時電話、面接相
談を実施します。
③相談者が自己の健康課題の認識や対処が
理解できるように、女性のための健康手帳やパ
ンフレット等を活用して対応し、必要に応じて女
性の健康専門相談等を紹介していきます。ま
た、がん検診の受診勧奨や乳がん自己触診法
の指導等を行います。

①骨粗しょう症予防検診時に実施する女性の
健康相談において保健師・栄養士・歯科衛生
士が対応した相談者数は、4カ所の保健セン
ターの合計で45回643名でした。
②引続き保健センターの骨粗しょう症予防検診
（46回）時に女性の健康相談実施します。ま
た、女性の健康支援センターにおいて、随時電
話、面接相談を実施します。
③相談者が自己の健康課題の認識や対処が
理解できるように、女性のための健康手帳やパ
ンフレット等を活用して保健指導をし、必要に応
じて女性の健康専門相談を紹介します。また、
がん検診の受診勧奨や乳がん自己触診法の
指導等を行います。

健康部
四谷保
健セン
ター

P73

10100

★女性の健康専門
相談

女性の抱える健康不安に対し
て、専門医や助産師、保健師な
どが個別相談を行います。
婦人科相談、月経・妊娠（避妊
含む）相談、排尿相談、性に関
する相談など、多様な健康不安
に応じていきます。

①22年度から開始している、産婦人科系全般
の専門相談は年12回実施し、相談者は、31名
でした。
また、新規に立ち上げた更年期専門相談は1回
で4名でした。
②平成26年度は、産婦人科系全般と更年期専
門相談をそれぞれ年12回、1回4名枠で実施し
ます。
③女性の健康支援センター及び、事業の周知
を図り、相談者の増加を図ります。

①産婦人科系全般と更年期専門相談を各12回
実施し、利用者は、24名と25名で利用者の満
足度は、83.3％と100％と高い状況です。しかし
各回4名枠が埋まらない回もあり、事業の周知
と利用促進が必要です。平成27年度のチラシ
作成時は、利用者の声を掲載するなどの工夫
をしました。
②引き続き、産婦人科系全般と更年期専門相
談を各12回実施します。利用者を各相談30名
を目標とします。
③引き続き、事業の周知を工夫し、相談者の増
加を図ります。

健康部
四谷保
健セン
ター

P73
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

10200

★女性の健康セミ
ナー（講座・体験プ
ログラム）

女性の抱える健康問題に対し
て適切な保健行動がとれるよ
う、健康教育を実施します。
またリラクゼーション教室や料
理教室など、生活の中で実践し
ていけるような体験型健康プロ
グラムを実施します。

①講義型のセミナー（乳がん）を2回制で実施
し、参加者は延35名でした。また、体験型のセ
ミナー（クレイアートセラピー）を1回実施し、参
加者は23名でした。
②平成26年度は講義型を年6回、体験型を年
12回実施します。
③より多くの区民がセミナーに参加し、女性の
健康に関する基礎知識を得、健康づくりに取り
組めるよう、広くＰＲし集客します。アンケート調
査や情報収集を密に行い、区民ニーズに合っ
たテーマや内容を検討し、充実したセミナーを
開催します。

①講義型を6回、体験型を12回企画しました
が、講師の都合及び、台風の影響で各1回中止
とし、5回と11回開催しました。参加者数は143
名と258名で満足度は、92.4％と84.3％と高い
状況です。また、健康セミナーの一環として、事
業担当職員を講師に、女性の健康づくりに関す
る出前講座を実施しました。定例講座4回30
名、定例以外（要請を受けて実施）講座を6回
119名の実績でした。
②引き続き、講義型を年6回、体験型を年12回
実施し、満足度も80％以上を維持します。
③引き続き、より多くの区民がセミナーに参加
し、女性の健康に関する基礎知識を得、健康づ
くりに取り組めるよう、広くＰＲし集客します。ア
ンケート調査や情報収集を密に行い、区民ニー
ズに合ったテーマや内容を検討し、充実したセ
ミナーを開催します。また、出前講座も積極的
に周知し実施します。

健康部
四谷保
健セン
ター

P73

小目標②　女性の健康づくりを進める交流活動を支援します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

10300

★交流活動に対す
る支援

同じ健康不安を抱える女性が、
仲間との交流を通じて援助し合
い、悩みを解決していけるよう
な交流活動グループの設立と
その活動を支援します。

①乳がん体験者の会を立ち上げ、1回実施し参
加者は3名でした。
②平成27年度までに、2団体を立ち上げる。
③乳がん体験者の会については、医療機関と
も連携し、参加者を増加します。
　26年度は、子宮頸がん予防の啓発を含めた
思春期、若年層への健康課題にアプローチで
きる、ピアエデュケ―ショングループの立ち上
げを目指します。

①乳がん体験者の会は、7回開催し参加者数
は延べ58名で、登録者は18名となりました。も
う一つの団体として、当初ピアエデュケーション
グループ設立をめざし、大学、専門学校に働き
かけましたが困難との回答がありました。そこ
で女性の健康に関する知識を深め、地域活動
を実施する区民グループとして、女性の健康づ
くりサポーターの会を立ち上げ、登録者は33名
です。29年度までに2団体設置する目標をすで
に達成しました。
②2団体が1種づつ地域活動ができるよう支援
します。
③各団体、定例会を開催し交流を深めるととも
に、地域活動の実施に向けて支援します。

健康部
四谷保
健セン
ター

P73
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小目標③　ネットワークを構築し、女性の健康づくりを推進します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

10400

★女性の健康支援
ネットワーク連絡会
の構築

関係機関による幅広いネット
ワークを構築し、地域全体で女
性の健康づくりの推進を図りま
す。
連絡会の開催やイベント等の
共同企画・運営など、ネットワー
クを活用し、効果的な事業展開
を行います。

①女性の健康支援ネットワーク連絡会を立ち
上げ、1回開催しました。
②26年度は、年4回開催します。
③課題となった、思春期からの健康教育につい
て具体的な対応方法について検討するととも
に、その他、女性の健康に関する課題の抽出
及び、支援のための連携、体制づくりについて
検討します。

①女性の健康支援ネットワーク連絡会を2回開
催しました。1回目は若年層への女性の健康に
関する普及啓発について、2回目は女性特有
のがん検診受診率向上に向けて検討し、活発
な意見交換ができました。
②27年度は「女性のための健康手帳」の見直し
をテーマに2回開催します。
③有効活用される手帳に改善するため、検討
内容は28年度からの手帳の作成に活かしま
す。

健康部
四谷保
健セン
ター

P73

【中目標】女性特有のがん対策を推進します

小目標①　再掲　子宮頸がん予防ワクチン接種を推進します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

10500

★子宮頸がん予防
ワクチン接種事業

子宮頸がんの主な原因である
ヒトパピローマウイルスの感染
を予防し、子宮頸がんの発症を
予防するため、区が実施主体と
なり、公費負担によるワクチン
接種事業を行います。また、が
ん検診普及啓発リーフレット内
にコラムの掲載及びＰＴＡへ説
明会等により、ワクチン接種に
関する知識の普及啓発を図り
ます。
なお、対象は、中学１年生～高
校１年生の年齢に相当する女
子となります。

①延接種回数：434回
②③25年4月1日から、予防接種法に基づく定
期接種を行っていますが、副反応について、ワ
クチンとの因果関係を否定できないため積極的
な勧奨を差し控えるよう国から勧告があり同年
6月に、積極的な接種勧奨を一時的に差し控え
る状況となりました。
今後は、国の動向を踏まえながら対応していき
ます。
なお、25年4月1日から定期予防接種となり、対
象が小学校6年生～高校1年生となりました。

①延接種回数：29回
②③25年4月1日から、予防接種法に基づく定
期接種を行っていますが、副反応について、ワ
クチンとの因果関係を否定できないため積極的
な勧奨を差し控えるよう国から勧告があり、同
年6月に、積極的な接種勧奨を一時的に差し控
える状況となりました。
今後は、国の動向を踏まえながら対応していき
ます。

健康部
保健予
防課

P74
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小目標②　子宮頸がん検診及び乳がん検診の受診率の向上をめざします

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了があ
る場合は、その内容・理由を記
載してください。

担当課
計画

掲載頁

10600

女性特有のがん検
診受診勧奨事業

子宮頸がん及び乳がん検診の
受診率向上のため、がん検診
普及啓発リーフレットの作成・配
布をはじめ、ＰＴＡへの説明会
等を実施するなど、がんの早期
発見に対する正しい知識の普
及・啓発を図ります。

①・がん検診普及啓発リーフレットを作成し、区
施設及び医療機関にて配布しました。
・6月にＰＴＡへ子宮がん、乳がん検診に関する
説明会を実施しました。
・22歳～39歳及び40歳～65歳、70歳、75歳（乳
がんは40歳以上）の検診票未送付の検診対象
者に、個別勧奨はがきを送付しました。
・子宮がん検診啓発冊子を成人の日「はたちの
つどい」行政資料コーナーにて配布しました。
②子宮がん、 乳がん共に検診受診率50％を目
標とします。
③受診率を向上させるためには、対象者の傾
向に合わせた検診の啓発が必要であり、今後
とも受診率向上に有効な受診勧奨の方法を検
討し実行していきます。

①・26年度から、これまでの対象者に加え、子
宮がん20～40歳及び乳がん40～60歳の偶数
年齢の女性全員に検診票を一斉発送しまし
た。
・がん検診普及啓発リーフレットを作成し、区施
設及び医療機関にて配布しました。
・40歳～65歳、70歳、75歳の検診票未送付の
検診対象者に、個別勧奨はがきを送付しまし
た。
・子宮がん検診啓発冊子を成人の日「はたちの
つどい」行政資料コーナーにて配布しました。
②子宮がん、 乳がん共に検診受診率50％を目
標とする。
③上記検診票の一斉発送により、受診率が向
上しました。今後も継続することで、2年に一度
の定期的な受診を促していきます。また、27年
度より健康診査票送付者には該当の検診票を
全て同封し、健康診査との同時受診を勧奨しま
す。

健康部
健康推
進課健
診係
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【中目標】生涯にわたって健康をつくる食習慣を実践します

小目標①　規則正しい食生活を支援します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

10700

母親学級 子育て世代を対象に、妊娠中の食
事のとり方や食事バランスについて
の情報提供や相談を行い、妊娠期
からの食育を推進します。

①受講者数25年度：358人
②妊娠中の食事や体重管理について必要な情
報を提供するとともに、妊娠を契機に自らの食
生活を振り返り、生まれる子どもを含めた家族
全体の食生活について考える機会を提供しま
す。
③若年女性のやせ、およびそれに伴う低出生
体重児の増加が問題視されているため、妊娠
中のみならず出産後も踏まえた望ましい体重
管理についての情報提供をより充実させます。

①受講者数26年度：333人
②妊娠中の食事や体重管理について必要な情
報を提供するとともに、妊娠を契機に自らの食
生活を振り返り、生まれる子どもを含めた家族
全体の食生活について考える機会を提供しま
す。
③若年女性のやせ、およびそれに伴う低出生
体重児の増加が問題視されているため、妊娠
中のみならず出産後も踏まえた望ましい体重
管理についての情報提供をより充実させます。

健康部落合
保健セン
ター

P85

10800

乳幼児健康診査
時の栄養相談・食
事指導

３・４か月児、１歳６か月児、３歳児
健康診査時に栄養相談、食事指導
を行います。

①【食生活支援情報提供者数】
　25年度：5,634人
②母子の健全な食生活支援のために必要な情
報を提供します。
③今後も個別相談による個々の母子の状況に
応じた支援を充実させます。

①【食生活支援情報提供者数】
　26年度：6,121人
②母子の健全な食生活支援のために必要な情
報を提供します。
③今後も個別相談による個々の母子の状況に
応じた支援を充実させます。

健康部落合
保健セン
ター

P85

10900

離乳食講習会 離乳食の進め方の話と調理実演・
試食を行い、保護者の食に対する
意識の向上と乳児期からの正しい
食習慣の支援を行います。

①【受講者数】
　　25年度：1,040人
②食育の観点から、食べ方なども含めた「食」
全体に係わる内容も充実させていきます。
③離乳食に対する不安を取り除くためわかりや
すい講習を心がけ、保護者の食に対する意識
向上を目指します。

①【受講者数】
　　26年度：1,033人
②食育の観点から、食べ方なども含めた「食」
全体に係わる内容も充実させていきます。
③離乳食に対する不安を取り除くためわかりや
すい講習を心がけ、保護者の食に対する意識
向上を目指します。

健康部落合
保健セン
ター

P85

11000

幼児食教室 １歳児と保護者を対象に、離乳食か
ら幼児食への移行ができ、自分で食
べることや正しい食習慣が確立する
よう、調理実習・試食を交えた講習
を行います。

①【受講者数】
　　25年度：305人
②食育の観点から、子どもの食べる意欲を育
むために、食べ方なども含めた「食」全体に関
わる内容を充実させていきます。
③幼児食教室をより広く周知するため、関係機
関との連携を図っていきます。

①【受講者数】
　　26年度：346人
②食育の観点から、子どもの食べる意欲を育
むために、食べ方なども含めた「食」全体に関
わる内容を充実させていきます。
③幼児食教室をより広く周知するため、関係機
関との連携を図っていきます。

健康部落合
保健セン
ター

P85

11100

育児相談 離乳食や幼児食、授乳や食べ方等
についての個別相談を行います。

①【食生活支援情報提供者数】
　25年度：46回　245人
②育児における母子の健全な食生活支援のた
めに必要な情報を提供します。
③今後も個別相談による個々の母子の状況に
応じた支援を充実させます。

①【食生活支援情報提供者数】
　26年度：48回　527人
②育児における母子の健全な食生活支援のた
めに必要な情報を提供します。
③今後も個別相談による個々の母子の状況に
応じた支援を充実させます。

健康部
落合保健セ
ンター

P85
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

11200

病態別健康教育 糖尿病、循環器疾患、メタボリックシ
ンドローム等、生活習慣の改善によ
り、予防できる病気の正しい知識の
普及と、食生活改善について情報提
供を行い、健康増進を支援します。

①【受講者数】
　25年度：14回　592人
②より多くの区民の方が興味を持って参加され
るよう、区民のニーズにあったテーマの教室を
開催していきます。
③より生活習慣病予防の実践につながるよう
内容を充実させます。

①【受講者数】
　26年度：16回　478人
②より多くの区民の方が興味を持って参加され
るよう、区民のニーズにあったテーマの教室を
開催していきます。
③より生活習慣病予防の実践につながるよう
内容を充実させます。

健康部落合
保健セン
ター

P85

11300

地域団体への出
張講習

地域のグループからの要望に応じ
て、介護予防のための食事や女性
の健康づくりのための食生活などの
講習を地域に出向いて行います。

①【実施回数　受講者数】
　　25年度：31回   1,480人
②さまざまな方に出張講習を知ってもらえるよ
うに周知し、より充実した内容にしていきます。
③幅広い年代へ食と健康づくりの情報を発信
するため、さまざまな地域グループ、団体と協
力し、実施回数を増加させます。

①【実施回数　受講者数】
　　26年度：28回   2,032人
②さまざまな方に出張講習を知ってもらえるよ
うに周知し、より充実した内容にしていきます。
③幅広い年代へ食と健康づくりの情報を発信
するため、さまざまな地域グループ、団体と協
力し、実施回数を増加させます。

健康部
健康推進課
落合保健セ
ンター

P85

11400

★特定給食施設
での健康教育

社員食堂等で健康や食に関する情
報提供を行い、各施設の対象者の
特性に合わせた食育を推進します。

①管理講習会の実施：3回
②管理講習会の実施：3回
③各給食施設の利用者を把握し、健康づくりや
食育の視点を持って給食の管理運営されるよ
う支援してきます。

①管理講習会の実施：4回
②管理講習会の実施：3回
③各給食施設が利用者の特性に応じた食事の
提供・評価・改善及び栄養教育が実施できるよ
う支援していきます。

健康部
健康推進課
健康事業係

P85

11500

小児生活習慣病
予防健診

身長や体重測定、血糖値や中性脂
肪など血液検査により、発育期の健
康状態を把握し、食生活をはじめと
する日常生活を見直すきっかけとし
ます。

①25年度受診者数
小学校：203人　中学校：67人
②事業の目標（水準）
小学校：207人　中学校：69人

①小学校4年生から中学校3年生までの受診希
望者に対し、小児生活習慣病予防健診を実施
しました。
   小学生受診者数194名（平成25年度203名）
　 中学生受診者数50名（平成25年度67名）
②小児生活習慣病予防健診により、早期対策
が講じられ、対象児童・生徒に適切な食や運動
の習慣が身についています。
③本健診の検査方法・項目、検診対象者等に
ついて、新宿区医師会等の専門機関と連携の
うえ、今後も検討を行っていきます。

教育委員会
学校運営課

P85

11601

食育・給食だより
等の発行・配布

給食だよりや献立表など家庭に配
布するお便りに、栄養バランスの良
い食事のとり方や伝統行事、旬の食
材を使った献立、給食ができるま
で、食中毒予防など、食育について
の情報を提供します。

（子ども家庭部　保育園　子ども園）
①給食だより：4回、献立表：12回
②給食や乳幼児の食生活について情報を提供
し、子どもの食についての理解を深めます。
③多くの保護者に子どもの食に対する意識を
高めてもらえるよう、内容の充実を継続してい
きます。

（子ども家庭部　保育園子ども園課）
①給食だより：4回、献立表：12回
②給食や乳幼児の食生活について情報を提供
し、子どもの食についての理解を深めます。
③多くの保護者に子どもの食に対する意識を
高めてもらえるよう、内容の充実を継続してい
きます。

子ども家庭
部
保育園子ど
も園課

P85
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

11602

食育・給食だより
等の発行・配布

給食だよりや献立表など家庭に配
布するお便りに、栄養バランスの良
い食事のとり方や伝統行事、旬の食
材を使った献立、給食ができるま
で、食中毒予防など、食育について
の情報を提供します。

（教育委員会　学校運営課）
①全40校で毎月配付しました。

（教育委員会　学校運営課）
①全40校で毎月配付しました。

教育委員会
学校運営課

P85

11701

給食試食会 給食の目的や内容等についての理
解を深め、家庭での食育に生かす
ため、保護者（なお、子ども園では地
域の未就学児の保護者）を対象に
年1～2回給食の試食会を行いま
す。

（子ども家庭部　保育園　子ども園）
①未就園児親子を対象に離乳食や幼児食の
試食会を子ども園2園で年2回、食事について
の講座を全園で実施しました。
②試食会の実施や回数については園の状況に
応じて実施します。

（子ども家庭部　保育園子ども園課）
①未就園児親子を対象に離乳食や幼児食の
試食会を子ども園2園で年2回、食事について
の講座を全園で実施しました。
②試食会の実施や回数については園の状況に
応じて実施します。

子ども家庭
部
保育園子ど
も園課

P85

11702

給食試食会 給食の目的や内容等についての理
解を深め、家庭での食育に生かす
ため、保護者（なお、子ども園では地
域の未就学児の保護者）を対象に
年1～2回給食の試食会を行いま
す。

（教育委員会　学校運営課）
①小学校：30回/29校
　 中学校： 9回/9校
　 特別支援学校：1回/1校

（教育委員会　学校運営課）
①小学校：31回/29校
　中学校：11回/9校
　特別支援学校：1回/1校

教育委員会
学校運営課

P85

11800

児童館の幼児
サークルでの食
育講座

児童館で行われている幼児サーク
ルの参加者を対象に、規則正しい食
生活の確立に向けて食育講座を行
います。

①25年度　2回　参加者28人
②各館年間1回実施
③実施館数が減ったため、各館への周知を行
い、各館1回の実施を目標とします。

①26年度　3回　　参加者41人
②各館年間1回実施
③実施館数が減ったため、各館への周知を行
い、各館1回の実施を目標とします。

子ども家庭
部
子ども総合
センター

P85

11900

離乳食体験講座 保護者に食育への関心を持ってもら
うことを目的に、離乳食の作り方、調
理実演、試食を行います。
食の大切さとともに、手軽な離乳食
の作り方を身につけられるよう、わ
かりやすく指導します。

①離乳食体験講座は、2つの園で実施しまし
た。　試食会は2つの子ども園で実施し、合計
50人が参加しました。

①離乳食体験講座は、2つの園で実施しまし
た。　試食会は2つの子ども園で実施しました。

・給食試食会は子ども園だけ
で行っている事業ですが、離
乳食体験講座は保育園でも
行い、26年度組織改正でひと
つの課になったため、給食試
食会と離乳食体験講座をひと
つにします。

子ども家庭
部
保育園子ど
も園課

P85

12000

★歯から始める
子育て支援

年度末年齢3歳から6歳の子どもを
対象に、地域の歯科医院で歯と口
の健康チェックを行い、希望により
歯の質を高めるフッ化物塗布を行い
ます。その際、歯科の立場から食育
についての情報を提供します。

①25年度　受診者数（実人数）：2,993人
②受診者数の増加を図ります。
③年度末年齢3歳～6歳を対象に実施していま
すが、年齢が上がるにつれ、受診率が低くなる
傾向にあるため、継続的な受診につながるよ
う、区民への普及・啓発を行うとともに、協力歯
科医療機関に対し、現状について情報の提供
を行い、受診者数の増加を図ります。

①26年度　受診者数（実人数）：3,018人
②受診者数の増加を図ります。
③年度末年齢3歳～6歳を対象に実施していま
すが、年齢が上がるにつれ、受診率が低くなる
傾向にあるため、継続的な受診につながるよ
う、区民への普及・啓発を行うとともに、協力歯
科医療機関に対し、現状について情報の提供
を行い、受診者数の増加を図ります。

健康部
健康推進課
健康事業係

P85

食育の推進 　事業実績　43/52



事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

12100

はじめて歯科相
談・にこにこ歯科
相談

1歳児、2歳児を対象に歯科医師及
び歯科衛生士による歯科相談を行
います。特に、むし歯予防を目的と
した食に関する情報提供や上手に
食べるための口腔機能の発達に関
する情報提供、個別相談を行いま
す。

①はじめて歯科相談　実施回数：48回　受診者
数：1,327人
にこにこ歯科相談　実施回数：48回　受診者
数：999人
3歳児歯科健診う蝕り患率：15.2％
②3歳児歯科健診う蝕り患率の低下
③低年齢からの保健指導を充実させむし歯予
防と健全な口腔機能の育成を図ります。また
フッ化物塗布事業との連携を図ります。

①はじめて歯科相談
　実施回数：48回　受診者数1,401人
　にこにこ歯科相談
　実施回数：47回　受診者数1,102人
　3歳児歯科健康診査　う蝕り患率13.2%
②3歳児のう蝕り患者の減少
　（3歳児歯科健康診査結果う蝕り患率の低下）
③むし歯予防と、むし歯の重症化予防に取組
み、健全な口腔機能の育成を図ります。また、
フッ化物塗布事業との連携を図ります。

健康部
四谷保健セ
ンター

P85

12200

★地域活動歯科
衛生士による健
康教育

ボランティアで活動する地域活動歯
科衛生士が、保育園や幼稚園など
に出向いて、主に園児を対象に上
手なおやつの選び方、食べ方、歯の
磨き方などをお話しします。

①保育園・子ども園・幼稚園の園児：44園935
人　保護者会：10園128人
②子どもの健全な口腔機能の発達を支援する
とともに、子育て中の保護者の歯科に関する不
安に応えるしくみづくりを行います。
③実施回数を50回以上とします。また、地域活
動歯科衛生士のスキルアップに努め、健康教
育の内容の充実を図ります。

①保育園・子ども園・幼稚園の園児：43園1,037
人　保護者会：10園121人
②子どもの健全な口腔機能の発達を支援する
とともに、子育て中の保護者の歯科に関する不
安に応えるしくみづくりを行います。
③実施回数を50回以上とします。また、地域活
動歯科衛生士のスキルアップに努め、健康教
育の内容の充実を図ります。

健康部
健康推進課
健康事業係

P85

小目標②　自立した食生活を送るための知識や技術の向上を図ります

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

12300

★メニューコン
クール

小中学生や親子を対象に、オリジナ
ルメニューを公募し、優秀作品を表
彰します。コンクールの中でテーマ
に沿った献立を考え、作る体験を通
じて、食材への理解を深め、食を大
切にする心を養うとともに、健康的な
食生活を身につけていきます。

①25年度　実施回数：1回　　応募数：371件
②メニューコンクールを通じて、食と健康、食材
への知識を深め食育の啓発につなげることを
目的としています。
③25年度は「よく噛んでおいしいメニュー」を
テーマとしました。今後も食育のさまざなテーマ
を取り上げ、メニューコンクールを食育の普及
啓発に活用していきます。

①26年度　実施回数：1回　応募数640件
②メニューコンクールを通じて、食と健康、食材
への知識を深め食育の啓発につなげることを
目的としています。
③26年度は、健康部全体として重点的に取組
んでいる野菜の積極的な摂取につながるよう
なテーマとしました。今後もメニューコンクール
を様々な食育の普及啓発に活用していきます。

健康部
健康推進課
健康事業係

P86

12400

食生活改善教室 調理実習を通して、男性の料理教室
や減塩のための料理づくりなどの講
習を行います。

①25年度　6回　118人
②生活習慣病予防や自分に合った栄養バラン
スを考えて、自分で食べ物を選び、自立した食
生活を送るための情報を提供します。
③これからも多くの方に食の意識を高めてもら
えるよう、食生活に関する知識の普及を行い、
実践につながるように支援します。

①26年度　8回　174人
②生活習慣病予防や栄養バランスを考えて自
分で食べ物を選び、自立した食生活を送るため
の情報を提供します。
③これからも多くの方に食の意識を高めてもら
えるよう、食生活に関する知識の普及を行い、
実践につながるように支援します。

健康部
落合保健セ
ンター

P86
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

12500

小中学生対象の
食育講座

児童館を利用する小中学生を対象
に、実際に料理を作りながら、どの
ような料理が体に良いのかを学ぶた
めの食育講座を行います。

①25年度　5回実施　参加者55人
②年間10回実施
③児童館への周知を行い、全館で10回の実施
を目標とします。

①26年度　4回実施　参加者48人
②年間10回実施
③児童館への周知を行い、全館で10回の実施
を目標とします。

子ども家庭
部
子ども総合
センター

P86

12600

★児童指導員へ
の食育研修

日々子どもと接している児童指導員
を対象に、食育や栄養に関する研
修を行います。そして、各館での食
育事業を充実したり、食事について
子どもへ適切なアドバイスができる
ようにします。

①25年度　実施1回　参加者数　19名
②年度に1回、職員向けの研修を実施します。
③学童クラブで提供しているおやつのメニュー
について、アドバイスを研修に組み入れていき
ます。

①26年度　実施1回　参加者数　28名
②年度に1回、職員向けの研修を実施します。
③学童クラブで提供しているおやつのメニュー
について、アドバイスを研修に組み入れていき
ます。

子ども家庭
部
子ども総合
センター

P86

12700

多様化給食（バイ
キング給食、リク
エスト給食、セレ
クト給食）

児童・生徒が自らの栄養量やバラン
スを考えて選ぶことを学ぶために、
バイキング給食（自分で考えて盛り
付ける）やリクエスト給食（もう一度
食べたいメニューをリクエストする）、
セレクト給食（おかずやデザートなど
複数のメニューから選んで予約す
る）などの多様化給食を実施しま
す。

①
●バイキング給食
　小学校：17回/13校
　中学校： 5回/ 2校
●リクエスト給食
　小学校：130回/19校
　中学校： 56回/10校
●セレクト給食
　小学校：37回/18校
　中学校：3回/2校

①
●バイキング給食
　小学校：16回/12校
　中学校：5回/2校
●リクエスト給食
　小学校：125回/22校
　中学校：67回/10校
●セレクト給食
　小学校：34回/18校
　中学校：6回/3校

教育委員会
学校運営課

P86

12800

給食食材の食品
群表示

給食の献立を通し、栄養バランスの
よい食事を3つの食品群もしくは6つ
の食品群を使って表示することで、
給食で食べている各食材の体の中
での働きを学びます。

①全40校で献立表に3つの食品群もしくは6つ
の食品群を表示しました
（小学校：26校、中学校：8校で校内掲示）

①全40校で献立表に3つの食品群もしくは6つ
の食品群を表示しました。
（小学校：26校、中学校：7校で校内掲示）

教育委員会
学校運営課

P86

12900

★食育教材の貸
し出し

保育園や幼稚園、学校での食育授
業をわかりやすく、充実させるため
に、エプロンシアターやパネルシア
ター、塩分濃度計などの教材を貸し
出します。

①10回
②保育施設や区民の方が食育活動に取り組む
きっかけとなるよう食育を貸出します。
③地域の食育活動が広がるきっかけとなるよ
う、パンフレットを配布するなど周知していきま
す。

①1回
②保育施設や区民の方が食育活動に取り組む
きっかけとなるよう食育教材を貸出します。
③地域の食育活動が広がるきっかけとなるよ
う、パンフレットを配布するなど積極的に周知し
ていきます。

健康部
健康推進課
健康事業係

P86

食育の推進 　事業実績　45/52



小目標③　食の安全について正しい情報提供を行います

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

13000

消費者講演会・懇
談会等

区民を対象に、食の安全性や流通
過程などについて幅広く情報を提供
し、理解を深めてもらうため、食品衛
生に関する講演会及び食品の実験
講座を行います。

①消費者講演会：45人、消費者懇談会：15人、
児童館および地域センターでの講習会：161
人、保育園での手洗い指導：40人（平成25年食
品衛生業務報告書）
②目標値：29年度までに消費者講演会・懇談
会等の参加者数を180人にします。
③今後より多くの区民に普及啓発していくため
に、区民に関心の高いテーマ・講師を選択し実
施していく必要があります。

①消費者講演会：54人、消費者懇談会：16人、
児童館および地域センターでの講習会：116
人、保育園での手洗い指導：60人（平成26年食
品衛生業務報告書）
②目標値：29年度までに消費者講演会・懇談
会等の参加者数を180人にします。
③今後より多くの区民に普及啓発していくため
に、区民に関心の高いテーマ・講師を選択し実
施していく必要があります。

健康部衛生
課
食品保健係

P87

13100

食品衛生講習会 一般消費者に食品を提供する事業
者や給食提供者に対して講習会を
行い、食の安全について正しい知識
の普及啓発を行います。

①営業者及び従事者：51回　2,761人、食品衛
生自治指導員等：2回　121人、集団給食施設
従事者：3回　467人（平成25年度食品衛生業務
報告書）
②区内の食品衛生責任者等の食品取扱関係
者に対し、食品の衛生的な取扱方法や食中毒
予防方法等の食品衛生上必要な事項について
の衛生教育を行い、自主的衛生管理の向上を
図ります。
③今後より多くの関係者に衛生教育を行うこと
ができるよう講習会の参加率を向上させていき
ます。

①営業者及び従事者：51回　2,828人、食品衛
生自治指導員等：2回　173人、集団給食施設
従事者：4回　493人（平成26年度食品衛生業務
報告書）
②区内の食品衛生責任者等の食品取扱関係
者に対し、食品の衛生的な取扱方法や食中毒
予防方法等の食品衛生上必要な事項について
の衛生教育を行い、自主的衛生管理の向上を
図ります。
③今後より多くの関係者に衛生教育を行うこと
ができるよう講習会の参加率を向上させていき
ます。

健康部衛生
課
食品保健係

P87

13200

地域への出張講
習会

地域に出向き、区民を対象に、日常
生活に密着した食品の安全性に関
する情報提供や意見交換を行いま
す。手洗い実験などの体験型講座
やミニ講座も設けます。

①7回　193人（25年度食品衛生業務報告書）
②地域に出向き、区民を対象により日常生活
に密着した食品の安全性に関する情報提供や
意見交換を行います。
③より多くの人に講習を受けてもらえるよう講
習内容の見直しや改善を行い、さらなる利用者
の増加を図ります。

①8回　214人（26年度食品衛生業務報告書）
②地域に出向き、区民を対象により日常生活
に密着した食品の安全性に関する情報提供や
意見交換を行います。
③より多くの人に講習を受けてもらえるよう講
習内容の見直しや改善を行い、さらなる利用者
の増加を図ります。

健康部衛生
課
食品保健係

P87

13300

食品衛生フェア ８月の食品衛生月間に、食品衛生
協会と協働で食品衛生フェアを実施
します。フェアでは、手洗い検査や
街頭相談、食品衛生クイズなどを行
い、広く消費者に食の安全性に関す
る普及啓発を行います。

①手指の検査人数：100人、アンケート人数：
150人、来場者数：650人（25年度食品衛生業
務報告書）
②新宿区食品衛生協会と協働してイベントを行
うことで、広く消費者に食中毒予防等の食品衛
生の普及と啓発を図ることを目標としていま
す。
③食品衛生フェアでより多くの消費者に食品衛
生の普及啓発を行えるよう、魅力的な催しを企
画し実施していきます。

①手指の検査人数：100人、アンケート人数：
150人、来場者数：700人（26年度食品衛生業
務報告書）
②新宿区食品衛生協会と協働してイベントを行
うことで、広く消費者に食中毒予防等の食品衛
生の普及と啓発を図ることを目標としていま
す。
③食品衛生フェアでより多くの消費者に食品衛
生の普及啓発を行えるよう、魅力的な催しを企
画し実施していきます。

健康部衛生
課
食品保健係

P87
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

13400

食品衛生カレン
ダー

食中毒予防や食育等について普及
啓発を行うため、食品衛生カレン
ダーを作成し、区民に配布します。

①発行部数：3,600部（25年度食品衛生業務報
告書）
②区民へ食品衛生情報を提供し食中毒予防の
ための知識を普及啓発するため、身近で活用
してもらえるカレンダーを作成し配布していま
す。
③今後も最新で理解しやすい内容を提供でき
るよう内容を精査し、改善していきます。

①発行部数：3,600部（26年度食品衛生業務報
告書）
②区民へ食品衛生情報を提供し食中毒予防の
ための知識を普及啓発するため、身近で活用
してもらえるカレンダーを作成し配布していま
す。
③今後も最新で理解しやすい内容を提供でき
るよう内容を精査し、改善していきます。

健康部衛生
課
食品保健係

P87

13500

検査機材の貸し
出し

手洗いの重要性を体験してもらうた
め、手洗いチェッカーや洗浄度測定
機器などの検査機材を希望者に貸
し出します。

①4回　（衛生教育教材貸出書）
②食品衛生の基本となる手洗いについて、手
洗いの重要性を再認識し、正しい手洗い方法
を習得してもらうために検査機材を貸し出しま
す。
③今後より多くの人に活用してもらうため、貸し
出しについて広く周知を図っていきます。

①15回　（衛生教育教材貸出書）
②食品衛生の基本となる手洗いについて、手
洗いの重要性を再認識し、正しい手洗い方法
を習得してもらうために検査機材を貸し出しま
す。
③今後より多くの人に活用してもらうため、貸し
出しについて広く周知を図っていきます。

健康部衛生
課
食品保健係

P87

13600

食品衛生DVDの
作成

食の安全について理解を深めるた
め、手洗いや調理器具類の消毒方
法などの内容をDVDにし、希望に応
じて貸出を行います。

①18件（衛生教育教材貸出書）
②正しい手洗い方法、調理器具類の消毒方
法、嘔吐物の処理方法等についてのDVDを貸
し出すことにより、食の安全や食品衛生につい
て理解を深めてもらいます。
③今後より多くの人に活用してもらえるよう貸し
出しについて広く周知を図っていきます。

①11件（衛生教育教材貸出書）
②正しい手洗い方法、調理器具類の消毒方
法、嘔吐物の処理方法等についてのDVDを貸
し出すことにより、食の安全や食品衛生につい
て理解を深めてもらいます。
③今後より多くの人に活用してもらえるよう貸し
出しについて広く周知を図っていきます。

健康部衛生
課
食品保健係

P87

13700

食品表示に関す
る相談

正しい食品表示が行われるよう、食
品業者の相談に応じ、指導します。

①食品衛生法に関する表示相談：643件
　健康増進法に関する表示相談： 89件
②食品取扱事業者が表示に関する関係法令
の正しい知識を持ち、消費者に対し適正な表示
を提供できるよう指導します。
③今後も、事業者が正しい知識を習得し、不適
正な表示を行わないよう指導します。

①食品衛生法に関する表示相談：563件
　健康増進法に関する表示相談：61件
②食品取扱事業者が表示に関する関係法令
の正しい知識を持ち、消費者に対し適正な表示
を提供できるよう指導します。
③今後も、事業者が正しい知識を習得し、不適
正な表示を行わないよう指導します。

健康部
健康推進課
健康事業係
衛生課

P87

13800

食品安全連絡会 食品の提供や食品の安全について
指導等を行う関係各課の担当者に
より、食に関する情報の共有化・高
度化を図り、区民の食の安全確保と
豊かな消費生活の実現を図ります。

①食品安全連絡会としての会議は開催なし。
消費者庁から貸与された検査機器を用いた区
民持ち込み食品の放射性物質検査の実施（24
年10月～）にあたり、放射能影響等対策部会
等を通じ、関係各課との連携を随時行いまし
た。

③区民の食の安全に資する課題抽出のため
に、会議体の各メンバーから積極的に情報収
集を行っていきます。

①食品安全連絡会としての会議は開催なし。
消費者庁から貸与された検査機器を用いた区
民持ち込み食品の放射性物質検査の実施（24
年10月～）にあたり、放射能影響等対策部会
等を通じ、関係各課との連携を随時行いまし
た。

③区民の食の安全に資する課題抽出のため
に、会議体の各メンバーから積極的に情報収
集を行っていきます。

地域文化部
消費者支援
等担当課

P87

食育の推進 　事業実績　47/52



【中目標】食の大切さを見直し、食文化を継承していきます

小目標①　食に感謝するこころを育み食事のマナーを身につけます

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

13900

【再掲】※事業№
12300
★メニューコン
クール

小中学生や親子を対象に、オリジナ
ルメニューを公募し、優秀作品を表
彰します。コンクールの中でテーマ
に沿った献立を考え、作る体験を通
じて、食材への理解を深め、食を大
切にする心を養うとともに、健康的な
食生活を身につけていきます。

①25年度　実施回数：1回　　応募数：371件
②メニューコンクールを通じて、食と健康、食材
への知識を深め食育の啓発につなげることを
目的としています。
③25年度は「よく噛んでおいしいメニュー」を
テーマとしました。今後も食育のさまざなテーマ
を取り上げ、メニューコンクールを食育の普及
啓発に活用していきます。

①26年度実施回数：1回　応募数640件
②メニューコンクールを通じて、食と健康、食材
への知識を深め食育の啓発につなげることを
目的としています。
③26年度は、健康部全体として重点的に取組
んでいる野菜の積極的な摂取につながるよう
なテーマとしました。今後もメニューコンクール
を様々な食育の普及啓発に活用していきます。

健康部
健康推進課
健康事業係

P88

14000

【再掲】※事業№
12600
★児童指導員へ
の食育研修

日々子どもと接している児童指導員
を対象に、食育や栄養に関する研
修を行います。そして、各館での食
育事業を充実したり、食事について
子どもへ適切なアドバイスができる
ようにします。

①25年度　実施1回　参加者数　19名
②年度に１回、職員向けの研修を実施します。
③学童クラブで提供しているおやつのメニュー
について、アドバイスを研修に組み入れていき
ます。

①26年度　実施1回　参加者数　28名
②年度に１回、職員向けの研修を実施します。
③学童クラブで提供しているおやつのメニュー
について、アドバイスを研修に組み入れていき
ます。

子ども家庭
部
子ども総合
センター

P88

14100

食育・マナーに関
する
情報提供

乳幼児に好ましい生活リズムをつけ
るための「はやね、はやおき、あさご
はん」の実践をはじめ、箸の持ち方
や配膳などの基本的なマナーにつ
いて、子どもへの指導方法を保護者
を対象に情報提供します。

①全体保護者会は各園年1回、クラス別保護者
会は年2回実施し、そこで生活習慣の大切さや
食事のマナーや箸の持ち方を伝えています。ま
た、園便り、クラス便り等で適宜情報提供して
います。
②今後も繰り返し食事の大切さを伝えていきま
す。
③保護者が食事のマナーや食育についての理
解が深まるように、保育者は伝え方を工夫して
いきます。

①全体保護者会は各園年1回、クラス別保護者
会は年2回実施し、そこで生活習慣の大切さや
食事のマナーや箸の持ち方を伝えています。ま
た、園便り、クラス便り等で適宜情報提供して
います。
②今後も繰り返し食事の大切さを伝えていきま
す。
③保護者が食事のマナーや食育についての理
解が深まるように、保育者は伝え方を工夫して
いきます。

子ども家庭
部
保育園子ど
も園課

P88

14200

もぐもぐごっくん講
習会

乳幼児の保護者を対象に、「口腔機
能（噛み方・飲み込み方等）」の発達
について講習会を行います。

①実施回数：34回　　受講者数：562人
②年齢に伴った口腔機能の知識を普及させ、
健全な母子関係と乳幼児の健やかな発育を促
すことができるよう支援します。
③乳幼児が集まる教室や施設等と協力し、講
習会の機会を増やします。

①実施回数：35回　受講者数：467人
②年齢に伴った口腔機能（噛み方・飲み込み方
等）について普及啓発し、乳幼児の健やかな口
腔の発達を支援します。
③乳幼児が集まる教室や施設等と協力し、講
習会の機会を増やします。

健康部
四谷保健セ
ンター

P88

14300

もぐもぐごっくん歯
科相談

子どもの食べ方などに不安のある
保護者を対象に、口腔機能専門の
歯科医師が個別相談を行います。

①実施回数：24回　　相談者数：111人
②適切な助言を行い、保護者の口腔機能に関
する不安を取り除き、乳幼児の健全な口腔機
能の育成を図ります。
③保健センターにおいて口腔機能について相
談に応じる体制があることをより広く周知してい
きます。また、関係機関との連携を図っていき
ます。

①実施回数：24回　相談者数：103人
②適切な助言を行い、保護者の口腔機能に関
する不安を取り除き、乳幼児の健やかな口腔
機能の発達を支援します。
③本事業について広く周知するとともに、関係
機関との連携を図ります。

健康部
四谷保健セ
ンター

P88
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小目標②　食文化の継承のための活動を支援します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

14400

★食育講座 地域団体や児童館等施設からの要
望に応じ、調理実習や食体験を通し
て、行政、食育ボランティアや民間
企業との協働により食育講座を行い
ます。

①実施回数：59回　参加者：838人
②対象者に応じ、健康的な食生活や望ましい
マナーや食の大切さを身につけることを目標
に、食体験を通じた講座を実施します。
③行政、食育ボランティア、民間企業が協働
し、それぞれの特性を活かした食育活動を展開
していきます。

①実施回数：36回　参加者421人
②対象者に応じ、健康的な食生活や望ましい
マナーや食の大切さを身につけることを目標
に、食体験を通じた講座を実施します。
③行政、食育ボランティア、民間企業が協働
し、それぞれの特性を活かした食育活動を展開
していきます。

健康部
健康推進課
健康事業係

P89

14500

【再掲】※事業№
11800
児童館の幼児
サークルでの食
育講座

児童館で行われている幼児サーク
ルの参加者を対象に、規則正しい食
生活の確立に向けて食育講座を行
います。

①25年度　2回　参加者28人
②各館年間1回実施
③実施館数が減ったため、各館への周知を行
い、各館1回の実施を目標とします。

①26年度　3回　参加者41人
②各館年間1回実施
③実施館数が減ったため、各館への周知を行
い、各館1回の実施を目標とします。

子ども家庭
部
子ども総合
センター

P89

14601

給食での年中行
事に合わせた行
事食※

日本古来の年中行事に合わせた行
事食には、季節ごとに、またそれぞ
れに意味が込められています。そう
した行事食を給食に取り入れ、児
童・生徒の食文化を大切にするここ
ろを養います。

（子ども家庭部　保育園　子ども園）
①22園全ての園で実施しました。
②継続して行っていきます。

（子ども家庭部　保育園子ども園課）
①22園全ての園で実施しました。
②継続して行っていきます。

子ども家庭
部
保育園子ど
も園課

P89

14602

給食での年中行
事に合わせた行
事食※

日本古来の年中行事に合わせた行
事食には、季節ごとに、またそれぞ
れに意味が込められています。そう
した行事食を給食に取り入れ、児
童・生徒の食文化を大切にするここ
ろを養います。

（教育委員会　学校運営課）
①小学校：218回/18校
　 中学校：114回/9校
　 特別支援学校：6回/1校

（教育委員会　学校運営課）
①小学校：318回/27校
　中学校：123回/9校

教育委員会
学校運営課

P89

小目標③　食の生産や流通等について理解を深め、環境と調和を図っていきます

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

14700

学校給食におけ
る地産地消の導
入と促進

地産地消の意義を理解し、学校給
食の食材料として、東京都産を導入
する学校を増やし、使用する量や種
類の増加を進めます。

①小学校：22校
　 中学校： 9校
　 特別支援学校：1校

①小学校：21校
　中学校：8校
　特別支援学校：1校

教育委員会
学校運営課

P89

14801

給食食材の産地
表示

給食で使用する産地を表示し、自分
たちが食べている食事は、いろいろ
な地域や国から運ばれてくることを
知ってもらいます。

（子ども家庭部　保育園　子ども園）
①22園全ての園で産地の表示を行いました。
②全ての園で、米・魚・肉・野菜・果物について
産地表示を行いました。
③継続して産地の表示を行っていきます。

①22園全ての園で産地の表示を行いました。
②全ての園で、米・魚・肉・野菜・果物について
産地表示を行いました。
③継続して産地の表示を行っていきます。

子ども家庭
部
保育園子ど
も園課

P89
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事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

14802

給食食材の産地
表示

給食で使用する産地を表示し、自分
たちが食べている食事は、いろいろ
な地域や国から運ばれてくることを
知ってもらいます。

（教育委員会　学校運営課）
①小学校：26校
　 中学校：9校
　 特別支援学校：1校

（教育委員会　学校運営課）
①小学校：27校
　中学校：8校

教育委員会
学校運営課

P89

14900

野菜の栽培活動 体験活動として、園庭やプランター
などで野菜の栽培に取り組みます。
また収穫した作物は調理実習や給
食の献立に取り入れ、食べ物が自
分たちの口に入るまでにかかる時
間や手間を理解し、喜びやおいしさ
をともに分かち合います。

（子ども家庭部　保育園　子ども園）
①22園全ての園で野菜の栽培を実施しました。
②引き続き取り組んでいきます。
③調理体験は栄養士や調理師とも連携し実施
しました。

（子ども家庭部　保育園子ども園課）
①22園全ての園で野菜の栽培を実施しました。
②引き続き取り組んでいきます。
③調理体験は栄養士や調理師とも連携し実施
しました。

子ども家庭
部
保育園子ど
も園課

P89

15001

給食残飯のリサ
イクル

環境に配慮し、給食から発生した食
品廃棄物を肥料や飼料などにリサイ
クルします。

（子ども家庭部　保育園）
①12園全ての園に生ごみ処理機を設置
②全ての園に生ごみ処理機を設置し、リサイク
ルに努める。
③今後も各園で生ごみのリサイクルに努めま
す。

（子ども家庭部　保育園子ども園課）
①12園全ての園に生ごみ処理機を設置
②全ての園に生ごみ処理機を設置し、リサイク
ルに努めます。
③今後も各園で生ごみのリサイクルに努めま
す。

子ども家庭
部
保育園子ど
も園課

P89

15002

給食残飯のリサ
イクル

環境に配慮し、給食から発生した食
品廃棄物を肥料や飼料などにリサイ
クルします。

（教育委員会　学校運営課）
①小学校：28校
　 中学校：10校
　 特別支援学校：1校

（教育委員会　学校運営課）
①小学校：29校
　中学校：10校
　特別支援学校：1校

教育委員会
学校運営課

P89

【中目標】食を通じたコミュニケーションを広げます

小目標①　食に携わるネットワークを活用した食育を推進します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

15100

★食育ネットワー
クの構築

食育に関わる地域団体や、民間企
業等とともにネットワークを作り、活
動に必要な情報交換を行い、協働
による食育活動を推進します。

①準備会：2回実施
②ネットワーク立ち上げに向けた準備会を開催
し、情報交換や課題を共有します。
③ネットワークに参加した企業、団体等の協働
による食育活動が充実し、地域での自主的な
食育活動がより活発につながることを目指しま
す。

①準備会：2回実施
②準備会で検討されたことを基に、27年度中に
食を通じた健康づくりネットワークの構築を行
い、参加団体を広く募集します。
③ネットワークの参加団体間での講座の開催
や相互協力の実施が活発に行われるよう情報
提供及び支援を行っていきます。

健康部
健康推進課
健康事業係

P90

15200

★地域の食育活
動のコーディネー
ト

地域の会食グループや自立支援施
設の調理講習など、地域の食育活
動のニーズをつかみ、適切な食育プ
ログラムを提案して地域の食育活動
が拡大するようコーディネートしま
す。

①延べ活動人数：110人
②150人
③食育ボランティアの活動の場が広がるよう、
周知活動をしていきます。

①延べ活動人数：84人
②120人
③食育ボランティアの活動の場が広がるよう、
活動内容について周知していきます。

健康部
健康推進課
健康事業係

P90
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小目標②　共食を通じた食のコミュニケーションを拡大します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

15300

ふれあい給食 家族や保護者、地域の方等を招い
て給食をともに食べることを通し、コ
ミュニケーションを広げるとともに、
食物を大切にする気持ち、相手を思
いやる気持ち等を育てます。

①小学校：29回 /9校 ①小学校：25回/9校 教育委員会
学校運営課

P90

15400

ランチルームでの
給食

教室とは違う雰囲気、場所で給食を
食べることにより、ともに食べる楽し
さを味わいます。

①小学校：455回/13校
　 中学校： 34回/4校

①小学校：717回/13校
　中学校：45回/4校

教育委員会
学校運営課

P90

15500

高齢者食事サー
ビス事業助成

一人暮らし等の高齢者を対象に、外
出機会や閉じこもり防止を目的に会
食形式による食事サービス事業を
実施している団体に対し、事業助成
を行います。

①16団体
②一人暮らし等の高齢者のひきこもり防止、ふ
れあいの機会の提供
③団体数は２団体増えているものの、依然、食
事サービスボランティアの高齢化が進んでいる
ため、シニア世代やより若い世代に活動を周知
していく必要があります。

①16団体
②一人暮らし等の高齢者のひきこもり防止、ふ
れあいの機会の提供
③12月で1団体減り、年度末には15団体になり
ました。
ボランティア数は充足しているものの、高齢化
が進んでおり、どうやってより若い世代を取り込
んでいくかが課題となります。

福祉部
高齢者福祉
課高齢者事
業係

P90

15600

落合三世代交流
サロンカフェプロ
ジェクト

幅広い年代の区民が日常的に集
い、交流する場をつくることを目的と
し、毎週火曜日にカフェをオープンし
ています。その他に料理講座なども
実施しています。

①カフェ開催（実施回数54回）、利用者数：
1,435人　講習会等は実施していません。
②毎週火曜日午前11時～午後1時にカフェを開
催、 料理講習会等を年2回程度実施します。
③カフェを継続して開催します。
　講習会は他プロジェクト（子育てプロジェクトな
ど）と連携を図り実施します。

①カフェ開催（実施回数52回）、利用者数：
1,222人　講習会を1回実施しました。
②毎週火曜日午前11時～午後1時にカフェを開
催、 料理講習会等を年2回程度実施します。
③カフェを継続して開催します。
　講習会は他プロジェクト（子育てプロジェクトな
ど）と連携を図り実施します。

子ども家庭
部
子育て支援
課青少年事
業係

P90
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小目標③　食育ボランティアの育成と活動を支援します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

15700

★食育ボランティ
アの育成と活動
支援

食育ボランティアが幅広い年代を対
象に、多様な食育活動ができるよう
研修を通じて育成し、地域における
自主的な活動を展開していきます。

①ボランティア研修：1回
　ボランティア活動延べ人数：110人
②ボランティア研修：2回
　ボランティア活動延べ人数：150人
③ボランティアのスキルアップや自主的な活動
を促す研修を実施していきます。

①ボランティア研修：3回
　ボランティア活動延べ人数：84人
②ボランティア研修：2回
　ボランティア活動延べ人数：120人
③ボランティアのスキルアップや自主的な活動
を促す研修を実施していきます。

健康部
健康推進課
健康事業係
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15800

★食育推進リー
ダーの育成

幼稚園・子ども園、小・中・特別支援
学校において、食育を推進する人材
を育成し、1名ずつ配置します。また
食育推進リーダー連絡会等を通し、
課題や実践事例について、情報共
有と意見交換を行います。

①食育推進リーダー連絡会（年2回）の実施
　「学校食育計画を踏まえた実践事例集」の作
成
②食育推進リーダーを中心とした食に関する指
導を全校で実施します。
③前年度より作成してきた実践事例集が完成
し、食育推進リーダーによる活用が課題です。
さらに食育推進のための校内指導体制の充実
を図ります。

①食育推進リーダー連絡会（年2回）の実施
　「学校食育計画（改訂版）」の作成
②食育推進リーダーを中心とした食に関する指
導を全校で実施します。
③食育推進のための校内指導体制の充実を
図り、より効果的な食育のあり方を検討してい
きます。

なし 教育委員会
教育指導課
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小目標④　食を通じて国際交流や多文化共生を推進します

事業№ 事業名 主な事業内容
①平成25年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成26年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終了が
ある場合は、その内容・理由
を記載してください。

担当課
計画

掲載頁

15900

児童館で世界食
堂

多文化共生のまち新宿の特徴を生
かし、新宿に住む様々な国の人々
に協力を求め、各国の料理を一緒
に作り、食べることにより、理解を深
めます。

①25年度　2回　参加者67人
②全館で5回程度
③各館でおやつ作り・お昼作りは行っている
が、外国の人を招いての調理は行っていませ
ん。今後は、平日の日中に調理に参加してくれ
る人を探す必要があります。

①26年度　2回　参加者55人
②全館で5回程度
③各館でおやつ作り・お昼作りは行っている
が、外国の人を招いての調理は行っていませ
ん。今後は、平日の日中に調理に参加してくれ
る人を探す必要があります。

子ども家庭
部
子ども総合
センター
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16000

学校給食で世界
の料理

世界の料理を学校給食の献立に取
り入れることにより、その国への興
味や関心を高め、異なる食文化を知
ることができるようにします。

①小学校：265回/29校
 　中学校：126回/9校

①小学校：250回/28校
　中学校：100回/9校

教育委員会
学校運営課

P91

16100

多文化交流プロ
グラム
国際理解講座

国際理解の視点から、様々な国の
文化を学ぶプログラムの中で、その
国の料理作りや食べるという体験型
の講座を行っています。

食育の推進としての講座の実施実績はありま
せん。

外国にルーツがある人を対象にした講座のた
め、
食育の推進としての講座の実施実績はありま
せん。

・27年度より多文化交流プロ
グラムは、従来の国際理解
の視点から、様々な国の文
化を学ぶプログラムへ戻すた
め、その国の料理作りや食べ
るという体験型の講座を予定
します。

新宿未来創
造財団
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